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『
牧
齋
初
論
集
』
は
香
港
中
文
大
学
教
授
嚴
志
雄
氏
の
著
書
で
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
（
中
国
）
か
ら
本
年
出
版
さ
れ
た
。

評
者
は
5
月
に
開
か
れ
た
第
63
回
国
際
東
方
学
者
会
議Sym

po-

sium
 III:

明
末
清
初
研
究
の
新
動
向
─
思
想
・
文
學
・
芸
術
（N

ew
 

T
rends in Reserch on the Late M

ing and Early Chʼing Period, II: 

T
hought, Literature and A

rt

）
に
お
け
る
嚴
志
雄
氏
の
発
表
に
際

し
、
最
初
に
質
問
を
し
た
縁
で
嚴
志
雄
氏
か
ら
『
牧
齋
初
論
集
』
を

惠
与
さ
れ
、
帰
京
後
全
文
を
通
読
し
、
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
。

『
牧
齋
初
論
集
』
は
明
清
文
学
研
究
の
「
新
動
向
」（N

ew
 

T
rends

）
を
代
表
す
る
著
作
で
あ
り
、
こ
の
書
物
を
日
本
に
紹
介
す

る
こ
と
は
大
き
な
意
義
を
有
す
る
と
確
信
す
る
に
至
り
、
筆
を
取
る

こ
と
を
決
意
し
た
。
な
お
評
者
は
錢
謙
益
研
究
の
専
門
家
で
な
く
、

当
該
書
の
理
解
に
お
い
て
甚
だ
欠
け
る
点
が
あ
る
こ
と
は
免
れ
な
い

が
、
陳
渉
・
呉
広
の
役
を
つ
と
め
る
と
い
う
こ
と
で
な
に
と
ぞ
諒
と

さ
れ
た
い
。

　

以
下
に
目
次
を
挙
げ
る
。

導
論

⑴
錢
謙
益
攻
排
竟
陵
、
鍾
・
譚
新
議

⑵
情
欲
的
詩
學
─
─
錢
謙
益
、
柳
如
是
『
東
山
酬
和
集
』
窺
探

⑶
哭
泣
的
書
─
─
從
錢
謙
益
絳
雲
樓
到
錢
曾
述
古
堂 

⑷
清
初
錢
謙
益
、
王
士
禛
「
代
興
」
説
再
議

⑸
錢
謙
益
遺
著
於
清
代
的
出
版
及
「
典
律
化
」
歷
程

⑹
權
力
意
志
：
清
高
宗
乾
隆
帝
譏
斥
錢
謙
益
詩
文
再
議

⑺
近
代
上
海
『
申
報
』
中
錢
謙
益
的
身
影

⑻
春
秋
有
變
例
、
定
哀
多
微
辭
─
─
試
論
錢
謙
益
之
論
次
麗
末
東

國
史
及
詩

①

書　
　

評

嚴
志
雄
著

『
牧
齋
初
論
集
─
─
詩
文
、
生
命
、
身
後
名
』

大　

 

平　

 

桂　

 

一

大
阪
府
立
大
学
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⑼
典
午
陽
秋
、
休
聽
暇
豫
─
─
朝
鮮
文
士
南
九
萬
所
述
錢
謙
益
詩

考
論

　

先
ず
嚴
氏
は
導
論
に
お
い
て
こ
の
書
物
全
体
の
理
論
的
枠
組
み
を

な
す
フ
ー
コ
ー
（M

ichel Foucault

）
と
ブ
ル
デ
ュ
ー
（Pierre 

Bourdieu

）
の
理
論
を
紹
介
す
る
。
本
書
の
全
体
を
見
渡
す
時
、

フ
ー
コ
ー
よ
り
は
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
理
論
的
影
響
の
方
が
よ
り
強
い
と

感
じ
ら
れ
る
。
導
論
で
は
特
に
後
者
の
社
会
空
間
、
階
級
、
位
置
、

権
力
、
関
係
な
ど
の
概
念
が
説
明
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
錢

謙
益
の
文
学
を
、
彼
が
属
し
た
明
末
清
初
の
「
社
会
関
係
学
」（
家

族
、
姻
戚
、
郷
里
、
師
弟
、
座
主
門
生
、
同
年
、
地
域
、
党
社
、
身
份
、
階

級
）
か
ら
読
み
解
い
て
い
こ
う
と
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
な
っ
て
い

る
。

　

以
下
論
文
ご
と
に
内
容
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

⑴
錢
謙
益
攻
排
竟
陵
、
鍾
・
譚
新
議

　

こ
の
論
文
で
は
、
嚴
氏
は
錢
謙
益
の
竟
陵
派
攻
撃
の
内
実
を
探
る

た
め
に
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
文
学
界
」（Cham

p litérature

）
の
理
論

を
紹
介
し
、
こ
の
理
論
が
明
末
に
流
行
し
た
竟
陵
派
と
、
そ
の
後
に

登
場
し
た
錢
謙
益
の
興
亡
を
説
明
す
る
際
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
と

述
べ
る
。
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
『
列
朝
詩
集
』
の
鍾
惺
小
伝

の
構
成
で
あ
る
。
小
伝
の
前
段
は
鍾
惺
の
籍
貫
、
進
士
及
第
の
時
間
、

官
歴
の
後
に
、
そ
の
詩
学
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
、

「
鍾
惺
は
権
力
の
場
で
の
位
階
を
固
め
た
後
に
彼
の
異
端
的
な
詩
学

を
営
み
始
め
た
」（
同
書
九
頁
）
と
い
う
印
象
を
与
え
よ
う
と
し
て
い

る
と
嚴
氏
は
述
べ
、
さ
ら
に
鍾
惺
小
伝
の
「
天
下
王
無
く
、
桓
文
作お

こ

ら
ず
、
宋
襄
徐
偃
は
德
涼う
す

く
力
薄う
す

く
、
起
ち
て
會
盟
の
柄
を
執
る
も
、

天
下
敢
え
て
以
て
覇
に
非
ず
と
爲
す
莫
き
な
り
。」
を
引
い
て
、「
錢

氏
は
一
歩
進
ん
で
鍾
・
譚
勃
興
の
機
縁
と
性
質
を
論
じ
、
鍾
・
譚
が

晩
明
の
文
壇
に
勃
興
し
た
こ
と
を
春
秋
時
代
の
覇
王
の
興
亡
に
譬
え

て
い
る
。
彼
は
「
天
下
王
無
く
、
桓
文
作お

こ

ら
ず
」
と
書
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
鍾
・
譚
が
「
德
涼う

す

く
力
薄
し
」
で
あ
っ
て
、
天
下
の
文
壇
を

リ
ー
ド
す
る
力
量
が
な
く
、
宋
襄
徐
偃
が
僭
越
に
も
覇
王
の
事
業
を

行
っ
た
如
く
、
時
勢
に
乗
っ
て
成
功
し
た
だ
け
だ
と
暗
示
し
て
い

る
」（
一
〇
頁
）
と
述
べ
る
。
ま
た
『
詩
歸
』
の
成
功
に
ふ
れ
て
、
こ

の
古
代
か
ら
唐
代
ま
で
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
は
、
二
人
に
よ
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る
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
恣
意
的
な
改
訂
が
行
わ
れ
、
各
作
品
へ
の
評

語
が
付
さ
れ
て
お
り
、
鍾
・
譚
が
こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
通
じ
て
同

時
代
の
詩
学
を
方
向
づ
け
よ
う
と
し
た
意
識
的
な
戦
略
が
見
て
取
れ

る
と
述
べ
た
上
で
、
こ
う
結
論
付
け
る
。「
テ
キ
ス
ト
の
製
作
者
は

優
越
的
な
地
位
を
賦
与
さ
れ
─
─
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
地
位
は
行

動
者
が
主
体
的
に
得
た
も
の
で
あ
る
─
─
自
由
自
在
に
芸
術
上
の
価

値
観
や
正
典
性
を
構
築
す
る
象
徴
権
力
を
行
使
で
き
る
の
で
あ

る
。」（
同
書
一
三
頁
）

　

錢
謙
益
は
鍾
・
譚
が
握
っ
て
い
た
文
学
界
に
お
け
る
象
徴
権
力
の

行
使
者
と
し
て
の
地
位
を
奪
う
た
め
に
、『
列
朝
詩
集
』
で
は
彼
ら

の
初
期
の
詩
作
の
み
を
収
め
、
世
間
が
も
て
は
や
し
て
い
た
鍾
・
譚

の
作
品
を
葬
り
去
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
鍾
・
譚

の
詩
作
が
下
劣
な
も
の
だ
と
罵
る
以
外
に
、
政
治
や
社
会
の
衰
退
の

予
兆
と
な
っ
た
妖
気
や
邪
気
を
帯
び
た
「
詩
妖
」
と
い
う
非
難
を
浴

び
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
い
う
「
文
学

界
」
の
み
な
ら
ず
、「
政
治
界
」
に
も
ま
た
が
る
攻
撃
の
手
法
を
駆

使
し
て
錢
謙
益
は
鍾
・
譚
を
追
い
落
と
し
明
末
清
初
の
文
壇
の
領
袖

の
地
位
に
昇
り
つ
め
た
の
で
あ
る
。

　

嚴
氏
に
よ
れ
ば
、
譚
元
春
に
対
す
る
錢
謙
益
の
攻
撃
は
、
鍾
惺
に

対
す
る
も
の
と
は
や
や
異
な
り
、
譚
元
春
の
詩
才
の
薄
さ
、
学
問
の

な
さ
に
重
点
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
竟
陵
派
の
詩
作
の
欠
点
を
暴
こ
う

と
す
る
。
嚴
氏
は
譚
元
春
の
小
伝
の
後
ろ
に
付
さ
れ
て
い
る
執
拗
な

批
判
に
は
、
鍾
惺
に
対
す
る
批
判
も
含
ま
れ
る
と
推
論
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。「
詩
評
の
一
段
で
、
錢
氏
は
譚
元
春
の
詩
に
対
す
る

評
語
を
羅
列
す
る
：
貧
─
寒
、
薄
─
痩
、
僻
─
幽
、
凡
─
近
、
昧
─

深
、
斷
─
掉
、
亂
─
變
。
寒
、
痩
、
幽
、
近
、
深
、
掉
、
變
は
評
価

さ
れ
る
べ
き
詩
歌
の
風
格
で
あ
り
、
同
時
代
人
が
譚
氏
の
詩
の
美
点

と
し
て
挙
げ
た
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
錢
氏
に
よ
れ
ば
譚
氏
は
こ

れ
ら
の
評
語
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
せ
い
ぜ
い
貧
、
薄
、
僻
、
凡
、

昧
、
斷
、
亂
で
あ
る
の
に
過
ぎ
な
い
。」（
同
書
二
〇
頁
）「
竟
陵
派
を

壊
滅
さ
せ
、
鍾
・
譚
の
影
響
力
を
払
拭
す
る
た
め
に
は
、
詩
法
か
ら

攻
撃
す
る
だ
け
で
は
、
全
面
的
な
効
果
が
見
込
め
な
い
と
錢
氏
は
考

え
た
の
で
あ
ろ
う
。
錢
氏
は
再
び
文
学
批
評
を
政
治
と
道
徳
の
領
域

の
高
み
に
ま
で
引
き
上
げ
、
正
統
と
異
端
を
見
晴
ら
せ
る
場
所
に
立

ち
、
高
飛
車
な
姿
勢
で
竟
陵
派
を
攻
撃
し
て
い
る
。「
何
ぞ
其
れ
淫

哇
卑
賤
な
る
や
」、「
何
ぞ
其
れ
俚
な
る
や
」、「
經
義
を
用
い
る
こ
と
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何
ぞ
其
れ
謬あ
や

ま
る
や
」、「
何
ぞ
其
れ
鄙
に
し
て
倍そ
む

け
る
や
」
な
ど
と

詩
の
後
の
評
語
の
中
で
述
べ
て
お
り
、
詩
を
評
論
す
る
以
外
に
強
烈

な
道
徳
的
批
判
が
見
て
取
れ
る
。」（
同
書
二
〇
頁
）
嚴
氏
は
こ
の
後

で
、
や
は
り
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
学
説
を
利
用
し
て
「
高
雅
」
と
「
俗
」

の
対
立
が
批
評
の
張
力
を
高
め
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
の
後
で
嚴
氏
は
竟
陵
派
を
め
ぐ
る
何
人
か
の
詩
人
の
運
命
を
描

写
し
て
い
る
。
最
初
は
竟
陵
派
に
傾
倒
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
錢
氏

の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
受
け
入
れ
て
錢
謙
益
の
門
下
と
な
っ
た
商
家
梅

ら
数
名
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

最
後
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
竟
陵
派
攻
撃
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
詩

妖
」
の
使
用
例
を
精
査
し
た
う
え
で
、
含
蓄
の
あ
る
批
評
を
行
っ
て

い
る
。「
総
括
す
る
と
、
錢
氏
は
滔
々
と
雄
弁
を
ふ
る
い
、
筆
を
斧

と
し
て
用
い
た
。
し
か
し
彼
が
拠
っ
た
理
論
的
根
拠
、
彼
が
行
っ
た

苛
刻
な
批
評
の
操
作
は
、
道
理
の
わ
か
っ
た
人
た
ち
を
心
服
さ
せ
る

に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
不
可
思
議
な
こ
と
に
「
歴
史
」

は
大
い
に
錢
氏
の
味
方
を
し
た
よ
う
で
、
彼
の
従
来
の
鬼
面
人
を
驚

か
す
言
動
は
正
直
誠
実
な
言
論
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
竟
陵

の
全
盛
期
（
萬
曆
末
か
ら
崇
禎
末
の
三
、
四
十
年
間
）
は
、
明
王
朝
の

内
憂
外
患
、
戦
争
や
災
害
が
連
続
し
た
時
代
に
当
た
り
、
最
終
的
に

は
清
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
歴
史
の
展
開
は
錢
氏
の

預
言
を
実
証
す
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
錢
氏
は
明
滅
亡

の
後
、
た
び
た
び
明
末
に
発
し
た
議
論
を
繰
り
返
し
語
っ
た
が
、
彼

に
と
っ
て
極
め
て
有
利
な
歴
史
的
状
況
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。」（
同
書
四
〇
頁
）

⑵
情
欲
的
詩
學
─
─
錢
謙
益
、
柳
如
是
『
東
山
酬
和
集
』
窺
探

　

こ
の
論
文
は
陳
寅
恪
の
巨
編
『
柳
如
是
別
傳
』
の
後
を
受
け
、
錢

謙
益
と
柳
如
是
の
唱
和
集
で
あ
る
『
東
山
酬
和
集
』
を
読
み
解
い
た

も
の
で
あ
る
。
読
み
解
き
の
技
法
は
二
人
の
間
に
か
わ
さ
れ
た
贈
答

詩
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
特
に
こ
れ
ま
で
淡
白
な
形
で
し
か
論
じ
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
性
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
き
ち
ん
と
読
み
解
こ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

先
ず
最
初
に
挙
げ
ら
れ
た
詩
を
見
て
み
よ
う
。

庚
申
仲
冬
訪
牧
翁
於
半
野
堂
、
奉
贈
長
句
河
東
柳
氏
（
庚
申
の
仲

冬　

牧
翁
を
半
野
堂
に
訪
い
、
長
句
を
奉
贈
す　

河
東
の
柳
氏
）

聲
名
真
似
漢
扶
風　

聲
名
真ま
こ
と

に
似
た
り
漢
の
扶
風
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妙
理
玄
規
更
不
同　

妙
理　

玄
規　

更
に
同
じ
か
ら
ず

一
室
茶
香
開
澹
黯　

一
室
の
茶
香　

澹
黯
を
開
き

千
行
墨
妙
破
冥
濛　

千
行
の
墨
妙　

冥
濛
を
破
る

竺
西
瓶
拂
因
緣
在　

竺
西
の
瓶
拂　

因
緣
在
り

江
左
風
流
物
論
雄　

江
左
の
風
流　

物
論
雄
た
り

今
日
沾
沾
誠
御
李　

今
日　

沾
沾
と
し
て
誠
に
李
に
御
た
り

東
山
葱
嶺
莫
辭
從　

東
山　

葱
嶺　

從
う
を
辭
す
る
こ
と
莫
か
れ

　

嚴
氏
は
首
聯
に
お
い
て
、
柳
如
是
が
錢
謙
益
を
「
前
に
生
徒
に
授

け
、
後
に
女
樂
を
列な

ら

」
べ
た
馬
融
に
喩
え
、「
妙
理　

玄
規　

更
に

同
じ
か
ら
ず
」
と
錢
謙
益
の
仏
学
に
か
か
わ
る
学
識
は
馬
融
に
も
な

い
も
の
だ
と
称
賛
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
頷
聯
に
お
い
て
、

二
人
が
邂
逅
し
た
室
内
の
皮
膚
感
覚
（
温
度
）、
嗅
覚
、
味
覚
、
視

覚
（
仄
暗
さ
）
を
駆
使
し
た
描
写
、
そ
し
て
錢
謙
益
の
書
跡
を
鑑
賞

す
る
二
人
の
微
妙
な
位
置
関
係
（
壁
に
か
か
っ
た
書
跡
を
二
人
が
肩
を

並
べ
て
鑑
賞
し
て
い
る
の
か
、
柳
如
是
が
座
っ
て
い
る
錢
謙
益
の
傍
ら
に
立

ち
、
錢
謙
益
の
書
き
物
机
に
か
が
み
こ
ん
で
書
跡
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る
の

い
る
の
か
、
柳
如
是
が
錢
謙
益
か
ら
書
跡
を
手
で
受
け
取
り
鑑
賞
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
二
人
は
き
ち
ん
と
座
り
な
が
ら
も
互
い
の
距
離
を
縮
め
よ
う
と
無

意
識
の
う
ち
に
体
を
動
か
し
、
視
線
が
主
観
的
に
交
差
し
た
の
かetc.

）
を

想
像
す
る
。
頸
聯
で
は
柳
如
是
は
二
人
の
出
会
い
は
「
因
緣
」
に
よ

り
早
く
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
錢
謙
益
さ
ん
、
あ
な
た
に

は
抵
抗
・
拒
絶
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
は
ず
で
す
、
と
い
う
誘
惑

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。「
風
流
」
に
よ
っ
て
錢
謙
益
の
別
名
「
風
流

教
主
」
が
ほ
の
め
か
さ
れ
、
さ
ら
に
「
風
流
宰
相
」
と
称
さ
れ
た
謝

安
に
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
、
そ
れ
は
尾
聯
の
「
東
山
」
に
も

つ
な
が
り
、
常
に
「
東
山
再
起
」
を
期
し
て
い
た
錢
謙
益
の
野
望
を

暗
示
す
る
。
さ
ら
に
自
分
は
謝
安
の
家
妓
「
東
山
之
妓
」
と
し
て
錢

謙
益
に
お
仕
え
し
た
い
、
こ
の
よ
う
な
誘
い
に
六
十
歳
の
錢
謙
益
が

抵
抗
し
き
れ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
と
、
嚴
氏
は
解
析
し
て
い
る
。

　

こ
の
論
文
は
こ
の
よ
う
な
分
析
手
法
に
よ
っ
て
二
人
の
贈
答
詩
を

読
み
解
い
て
お
り
、
極
め
て
挑
発
的
な
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
て
い

る
。

　

錢
謙
益
の
密
友
程
嘉
燧
は
、
過
去
に
柳
如
是
と
交
渉
が
あ
り
、
彼

女
に
恋
い
焦
が
れ
て
い
た
。
同
時
期
に
錢
謙
益
の
家
に
滞
在
し
、
二

人
の
詩
に
次
韻
し
た
詩
「
牧
翁
の
韻
に
次
し
再
び
贈
る　

偈
菴
」
の

尾
聯
「
詩
酒
已
無
驅
使
分
、
熏
鑪
茗
盌
得
相
從
」（
詩
酒　

已
に
驅
使
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評

の
分
無
く
、
熏
鑪　

茗
盌　

相
い
從
う
を
得
ん
）
に
対
し
て
、
嚴
氏
は

「
程
氏
の
詩
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は
、
や
は
り
最
後
の
二
句
で
あ

ろ
う
、「
詩
酒　

已
に
驅
使
の
分
無
し
」
は
、
風
流
韻
事
（
柳
如
是
と

の
情
事
）
に
つ
い
て
は
も
は
や
分
を
超
え
た
行
い
は
慎
む
こ
と
と
す

る
。
以
後
は
錢
謙
益
と
柳
如
是
と
「
熏
鑪　

茗
盌
」（
香
や
茶
）
の
趣

味
で
お
つ
き
あ
い
を
す
る
こ
と
に
し
、
自
分
を
老
い
た
る
「
禪
翁
」

扱
い
し
て
く
れ
て
か
ま
わ
な
い
」（
同
書
六
〇
頁
）
と
解
釈
を
加
え
て

い
る
。
錢
謙
益
を
め
ぐ
る
交
友
関
係
に
新
た
な
光
を
当
て
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　

「
情
欲
的
詩
學
─
─
錢
謙
益
、
柳
如
是
『
東
山
酬
和
集
』
窺
探
」

の
中
盤
は
、「『
東
山
酬
和
集
』
の
中
で
色
情
的
な
思
想
が
最
も
濃
厚

な
作
」（
同
書
六
三
頁
）
と
評
さ
れ
る
四
組
の
贈
答
詩
を
分
析
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

そ
の
時
錢
謙
益
は
黄
山
の
旅
に
出
て
い
て
、
温
泉
場
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
。
柳
如
是
は
茸
城
に
留
ま
っ
て
お
り
、
錢
謙
益
は
温
泉
場
か

ら
柳
如
是
に
詩
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。

　

錢
謙
益
の
第
一
作
は
以
下
の
と
お
り
。

香
溪
禊
後
試
温
湯　

香
溪　

禊
の
後
に
温
湯
を
試
み

寒
食
東
風
谷
水
陽　

寒
食　

東
風　

谷
水
の
陽

卻
憶
春
衫
新
浴
後　

卻
っ
て
憶
う
春
衫　

新
浴
の
後

竊
黄
淺
絳
道
家
装　

竊
黄　

淺
絳
の
道
家
装

　

嚴
氏
は
言
う
、「
詩
の
中
で
一
種
の
暖
か
な
感
覚
が
醸
し
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
感
覚
は
「
溫
湯
」
か
ら
来
て
い
る
。
三
月
の
初
め
に

初
め
て
「
溫
湯
」
に
つ
か
り
、
入
浴
後
な
お
も
全
身
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
愉
悦
に
つ
つ
ま
れ
て
い
て
、
思
い
起
こ
す
の
は
「
入
浴
後
に
春

衫
（
評
者
注
：
新
し
い
春
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
襦
袢
）
を
身
に
つ
け

た
」
柳
如
是
で
あ
る
。
こ
こ
で
描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
「
竊
黄
淺

絳
」（
評
者
注
：
浅
い
黄
と
色
浅
い
赤
）
の
「
道
家
の
装
」
で
あ
る
。
入

浴
後
に
道
家
様
式
の
服
を
身
に
つ
け
る
の
は
、
体
を
ゆ
っ
た
り
と
さ

せ
る
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
柳
如
是
の
「
春
衫
」
の
下
の
肉
体
が
、

こ
の
詩
全
体
に
た
だ
よ
う
け
だ
る
く
暖
か
い
感
覚
の
中
に
見
え
隠
れ

し
て
い
る
。「
道
家
の
装
」
は
も
と
も
と
清
潔
感
を
与
え
る
は
ず
な

の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
登
場
す
る
と
、
背
徳
的
な
印
象
を
受

け
る
。「
新
浴
の
後
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
入
浴
の
前
、
入
浴
中
は

ど
う
だ
ろ
う
か
？
彼
女
を
見
つ
め
て
い
る
人
物
は
？
ど
う
い
う
光
景

が
展
開
し
て
い
る
の
か
？
何
は
と
も
あ
れ
、
柳
如
是
の
肉
体
は
呼
べ

②
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ば
答
え
る
よ
う
に
、
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
同
書
六
四

頁
）
こ
こ
ま
で
踏
み
こ
ん
で
詩
の
分
析
を
お
こ
な
う
嚴
氏
に
は
敬
服

の
念
を
禁
じ
え
な
い
。

　

錢
謙
益
の
挑
発
に
柳
如
是
は
次
の
よ
う
に
返
す
：

素
女
千
年
供
奉
湯　

素
女
は
千
年　

湯
に
供
奉
す

拍
浮
渾
似
踏
春
陽　

拍
浮　

渾
べ
て
春
陽
を
踏
む
に
似
た
り

可
憐
蘭
澤
都
無
分　

憐
れ
む
可
し　

蘭
澤
都
べ
て
分
無
き
を

宋
玉
何
繇
賦
薄
装　

宋
玉　

何
に
繇
り
て
薄
装
を
賦
す
や

　

嚴
氏
は
言
う
、「
柳
氏
の
冒
頭
の
二
文
字
は
「
素
女
」
で
あ
り
、

そ
の
放
胆
さ
は
人
目
を
引
く
。
伝
説
の
中
の
古
代
の
女
神
素
女
は
音

楽
に
詳
し
く
、
陰
陽
を
含
む
天
道
を
理
解
し
、
房
中
術
（
評
者
注
：

閨
房
の
技
術
）
に
も
長
け
て
い
た
と
さ
れ
る
。
柳
氏
は
錢
謙
益
の
相

方
は
な
ん
と
素
女
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。
第
二
句
の
「
拍
浮
」

に
至
っ
て
凝
視
の
焦
点
は
温
泉
に
浸
る
素
女
が
動
か
し
て
い
る
太ふ

と

腿も
も

に
移
っ
て
い
る
。
太
腿
の
動
く
気
配
が
、
太
腿
の
触
覚
と
溶
け
合
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。「
渾す

べ
て
春
陽
を
踏
む
に
似
た
り
」
と
は
、
春

の
柔
ら
か
な
日
射
し
が
太
腿
を
暖
か
く
滑
ら
か
に
太
腿
を
包
み
込
む

感
覚
を
含
ん
で
い
る
。
詩
の
後
半
は
柳
如
是
の
恨
み
事
で
あ
る
。

「
蘭
澤
」（
評
者
注
：
蘭
の
香
り
の
す
る
）
の
温
泉
は
結
構
な
こ
と
は

結
構
だ
が
、
自
分
は
そ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
幾
分

の
嬌
態
を
付
け
加
え
て
い
る
。
宋
玉
の
「
神
女
賦
」
は
、「
被
服
を

嫷
う
つ
く
し

し
く
し
、
薄
装
を
侻う
つ
く

し
く
し
、
蘭
澤
に
沐
し
、
若
芳
を
含

む
」
と
雲
夢
の
浦
の
神
女
を
描
写
し
て
い
る
が
、
柳
氏
の
結
句
は
こ

れ
を
換
骨
奪
胎
し
て
い
る
。
詩
の
結
末
で
、
柳
如
是
は
薄
い
衣
服
を

纏
っ
た
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
留
め
て
お
り
、
詩
の
焦
点
を
巧
妙
な
タ

ッ
チ
で
自
分
に
引
き
戻
し
て
い
る
。」（
同
書
六
五
頁
）
嚴
氏
の
分
析

は
残
り
の
三
対
の
作
品
に
も
施
さ
れ
る
が
、
一
首
ま
た
一
首
と
め
く

る
め
き
読
み
が
展
開
さ
れ
る
。
残
り
は
読
者
自
ら
確
か
め
ら
れ
た

い
。

　

こ
の
文
章
の
最
後
で
は
、『
東
山
酬
和
集
』
が
開
か
れ
た
テ
キ
ス

ト
（open text

）
と
し
て
後
世
に
語
り
継
が
れ
、
加
工
さ
れ
て
い
っ

た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

⑶
哭
泣
的
書
─
─
從
錢
謙
益
絳
雲
樓
到
錢
曾
述
古
堂

　

こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
錢
謙
益
が
後
事
を
託
し
た
「
族
曾
孫
」

錢
曾
（
遵
王
）
の
事
績
を
題
材
に
し
て
い
る
。
彼
は
錢
謙
益
と
は

③
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評

「
情
は
父
子
に
同
じ
」
く
、「
牧
齋
は
遵
王
に
学
問
や
詩
法
を
授
け

た
だ
け
で
な
く
、
一
六
五
〇
年
の
絳
雲
樓
の
火
災
で
焼
け
残
っ
た
珍

蔵
の
書
籍
を
彼
に
譲
っ
た
」（
同
書
八
一
頁
）
の
で
あ
る
。
そ
の
彼
を

錢
謙
益
の
死
後
に
悲
劇
が
見
舞
う
。
牧
齋
の
死
後
一
月
余
り
、
柳
如

是
が
縊
死
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
柳
如
是
が
娘
に
遺
書
を
託
し

官
府
に
届
け
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

汝
の
父
の
死
後
、
是
に
先
ん
じ
て
某
某
並ま

っ
た

く
起
頭
無
き
に
、
竟

に
來
り
て
面
前
に
て
大
い
に
罵
る
。
某
某
還な

お
我
に
銀
有
り
と
道い

い
、
遵
王
を
差つ
か
わ

し
て
逼
迫
せ
し
む
。
遵
王
と
某
某
は
、
皆
是
れ

汝
の
父
の
極
め
て
親
切
の
人
な
る
に
、
竟
に
是
れ
此
く
の
如
く
我

を
詐
く
と
は
…
我
陰
司
に
愬う

っ
た

う
れ
ば
、
汝
の
父
は
決
し
て
一
人

を
も
輕
し
く
放
さ
ざ
ら
ん
。

こ
の
よ
う
に
黒
幕
の
名
は
出
ず
に
、
使
嗾
さ
れ
た
錢
曾
の
名
だ
け
が

出
て
し
ま
い
、
錢
謙
益
の
有
力
な
弟
子
た
ち
（
顧
苓
と
歸
莊
）
ら
が

そ
の
こ
と
を
公
に
し
て
、
錢
遵
王
は
大
き
な
傷
を
う
け
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
事
件
の
真
相
究
明
は
こ
の
文
章
の
主
題
で
は
な
く
、
嚴
氏

は
錢
遵
王
の
詩
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
自
己
弁
護
を
見
出
そ
う
と
す

る
。

　

『
錢
遵
王
詩
集
箋
校
』
の
著
者
謝
正
光
氏
に
よ
る
と
、
錢
牧
齋
の

死
の
年
以
前
の
錢
遵
王
の
詩
に
は
錢
牧
齋
と
の
応
酬
詩
が
数
多
く
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
死
後
七
八
年
間
錢
牧
齋
に
か
か
わ
る
作
品

は
皆
無
で
あ
る
（
同
書
九
一
頁
）。
そ
の
事
実
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

嚴
氏
は
錢
遵
王
の
後
期
の
詩
作
（『
判
春
集
』）
の
中
か
ら
錢
牧
齋
に

つ
い
て
の
記
述
を
丁
寧
に
拾
い
出
し
、
分
析
を
加
え
る
。
例
え
ば

「
判
春
詞
二
十
五
首
、
意
の
至
る
所
、
筆
も
亦
た
こ
れ
に
及
ぶ
。
都

べ
て
倫
次
無
し
」
詩
に
お
い
て
は
、
詩
の
本
文
で
は
な
く
自
注
に
次

の
よ
う
に
言
う
。

初
學
・
有
學
詩
集
箋
註
庚
子
の
夏
に
始
む
。
星
紀
一
周
、
麄お

お
む

ね

告か
ん

蕆せ
い

す
る
こ
と
を
得
た
り
、
癸
卯
七
夕
後
一
日
、
箋
註
稿
本
を
以

て
牧
翁
に
就
正
す
る
に
、
報へ

ん
じ章
に
云
う
、「
居
る
に
恆
に
妄
想
す
、

願
わ
く
は
一
の
明
眼
の
人
を
得
て
、
我
が
爲
に
代
り
て
注
脚
を
下

し
、
心
曲
を
發
皇
せ
し
め
、
以
て
百
世
を
俟
た
ん
と
。
今
意お

も

わ
ざ

り
き
近
ご
ろ
こ
れ
を
足
下
に
得
ん
と
は
」
と
。
今
牧
齋
翁
仙
去
し

て
數
年
な
り
、
而
る
に
詩
箋
は
一
を
掛
け
萬
を
漏
ら
す
、
殊
に
公

の
意
に
副そ

う
る
に
足
ら
ず
。
未
だ
後
人
こ
れ
を
視
て
、
虎
狗
雞
鳳
、

こ
れ
を
何
等
に
置
く
を
知
ら
ざ
る
の
み
。（
同
書
九
三
頁
）
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自
注
の
中
で
し
か
牧
齋
の
名
を
出
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
嚴
氏

は
「
錢
遵
王
は
、
自
分
と
牧
齋
と
の
関
係
を
圧
縮
も
し
く
は
抑
圧
的

な
処
理
を
行
っ
て
い
て
、
故
意
に
詩
文
の
正
文
の
中
で
は
直
接
牧
齋

の
名
に
触
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
行
間
に
流

れ
る
彼
の
感
情
に
は
か
な
り
激
し
い
も
の
が
あ
る
。」（
同
書
九
六

頁
）
と
述
べ
る
。
行
間
に
錢
遵
王
の
感
情
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
嚴

氏
の
試
み
は
か
な
り
成
功
し
て
い
る
。

　

錢
遵
王
の
牧
齋
に
対
す
る
感
情
が
比
較
的
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
さ

れ
て
い
る
の
は
一
六
七
五
年
に
書
か
れ
た
「
寒
食
行
」（
自
注
に
、

「
寒
食
の
夜
、
忽
ち
牧
翁
を
夢
む
、
手
を
執
り
て
諈
諉
し
、
歡
逾
平
昔
の
ご

と
き
な
り
。
覺
め
て
此
れ
を
作
り
以
て
余
の
懷お
も
い

を
寫
す
」
と
あ
る
）
で
あ

る
。
こ
の
詩
で
最
も
味
わ
い
が
深
い
と
嚴
氏
が
考
え
る
の
は
、
牧
齋

の
夢
を
記
述
し
た
第
二
段
で
あ
る
。

一
縷
營
魂
何
處
飛　

一
縷
の
營
魂　

何い
づ
こ處
に
か
飛
ぶ
や

含
凄
又
到
胎
仙
閣　

凄
を
含
み
て
又
た
到
る
胎
仙
閣

更
端
布
席
才
函
丈　

更
端　

席
を
布し

き
て　

才わ
ず
か

に
丈
を
函い

る

絮
語
雄
談
仍
抵
掌　

絮
語　

雄
談　

仍
お
掌
を
抵う

つ

空
留
疑
義
落
人
間　

空
し
く
疑
義
を
留
め
て　

人
間
に
落
ち

獨
持
異
本
歸
天
上　

獨
り
異
本
を
持
ち
て
天
上
に
歸
す
（
自
注
：

夢
中
詩
箋
の
疑
句
を
以
て
相
い
詢と

う
に
、
公
の
引
く
所
の
書
は
、
皆
余
の

知
る
所
の
者
に
非
ず
。
絳
雲
の
秘
笈
、
久
し
く
六
丁
に
下
取
せ
爲ら

れ
、
こ

れ
を
天
上
に
歸
す
。）

　

嚴
氏
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
る
、「
錢
遵
王
の
「
寒
食

行
」
の
中
で
、
最
も
味
わ
い
に
富
む
の
は
夢
を
記
述
し
た
一
段
で
あ

る
。
牧
齋
の
魂
が
帰
還
し
て
、
錢
遵
王
と
夢
の
中
で
出
逢
う
。
読
者

は
覚
え
て
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
柳
如
是
は
遺
書
の
中
で
こ
う
言
っ

て
い
た
、「
我
陰
司
に
愬う

っ
た

う
れ
ば
、
汝
の
父
は
決
し
て
一
人
を
も
輕

し
く
放
さ
ざ
ら
ん
。」
牧
齋
一
門
に
大
き
な
負
い
目
を
背
負
う
錢
遵

王
は
こ
の
言
葉
を
思
い
出
す
た
び
に
戦
慄
を
覚
え
て
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
今
牧
齋
が
夢
に
現
れ
、「
手
を
執
り
て
諈
諉
し
、
歡
逾
平
昔

の
ご
と
」
く
振
る
舞
っ
た
、
こ
れ
は
錢
遵
王
が
牧
齋
に
背
か
な
か
っ

た
こ
と
の
十
分
な
証
明
で
は
な
い
か
。
こ
の
夢
は
錢
遵
王
に
と
っ
て

重
要
な
夢
で
あ
り
、
自
己
弁
護
に
数
等
勝
る
で
は
な
い
か
？
…
錢
遵

王
が
錢
牧
齋
の
死
後
懈
怠
す
る
こ
と
な
く
牧
齋
の
文
学
の
整
理
に
当

た
っ
た
の
が
一
種
の
「
自
解
」（
許
し
を
牧
齋
に
求
め
る
）
の
願
望
で

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
牧
齋
が
夢
の
中
で
彼
と
「
絮
語　

雄
談
」
し
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た
り
、
自
分
は
牧
齋
に
向
か
っ
て
「
詩
箋
の
疑
句
を
以
て
相
い
詢と

」

い
、
二
人
は
「
手
を
執
り
て
諈
諉
し
、
歡
逾
平
昔
の
ご
と
」
し
と
い

う
の
は
、
ま
さ
に
錢
遵
王
の
願
望
が
実
現
し
た
こ
と
の
隠
喩
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
空
し
く
疑
義
を
留
め
て　

人
間
に
落
ち
、
獨
り
異
本
を
持

ち
て
天
上
に
歸
す
」
の
二
句
の
後
の
小
字
の
注
、「
夢
中
詩
箋
の
疑

句
を
以
て
相
い
詢と

う
に
、
公
の
引
く
所
の
書
は
、
皆
余
の
知
る
所
の

者
に
非
ず
。
絳
雲
の
秘
笈
、
久
し
く
六
丁
に
下
取
せ
爲ら

れ
、
こ
れ
を

天
上
に
歸
す
」
は
、
錢
遵
王
が
牧
齋
の
文
学
に
注
釈
を
加
え
る
に
あ

た
り
、
な
お
疑
問
の
箇
所
や
欠
陥
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
遺
憾
の

意
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
数
語
の
背
後
に
潜
在
す
る
心
理
は
細
か
に

分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
牧
齋
が
典
故
と
し
て
援
用
し
た
書
物
の

多
く
は
秘
笈
や
善
本
で
あ
り
、
絳
雲
樓
が
火
災
に
あ
う
と
ほ
と
ん
ど

焼
き
尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
絳
雲
樓
が
火
災
の
神
の
禍
に
遭
っ
た

の
は
、
天
命
で
あ
り
、
参
考
に
す
べ
き
書
物
が
存
在
し
な
い
の
は
錢

遵
王
の
責
任
で
は
な
い
。
錢
遵
王
は
牧
齋
の
委
託
に
背
い
て
は
い
な

い
、
と
言
っ
て
い
る
が
こ
れ
は
牧
齋
の
死
後
に
遺
稿
の
整
理
に
当
た

っ
た
こ
と
を
指
す
。
遺
稿
の
整
理
が
天
意
に
よ
っ
て
不
完
全
な
も
の

と
な
っ
た
責
任
は
、
錢
遵
王
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
錢
遵
王

の
「
自
解
」
が
一
層
深
化
し
た
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
？
」（
同
書

一
〇
一
頁
）
こ
の
よ
う
に
嚴
氏
の
非
常
に
犀
利
な
分
析
は
我
々
を
驚

か
せ
る
。

　

こ
の
論
文
の
第
四
章
「
絳
雲
樓
か
ら
述
古
堂
へ
の
記
憶
と
縺も

つ
れ

」

で
は
錢
遵
王
の
著
書
『
讀
書
敏
求
記
』
に
錢
遵
王
が
牧
齋
を
追
憶
し
、

「
自
解
」
し
た
記
録
を
見
出
そ
う
と
す
る
。「
自
解
」
に
つ
い
て
嚴

氏
は
「
自
己
弁
護
」
以
外
の
意
味
を
賦
与
す
る
。「
と
い
う
わ
け
で

我
々
は
「
自
解
」
に
対
し
て
新
し
い
解
釈
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
自
解
」
に
は
も
ち
ろ
ん
「
自
己
弁
護
」
の
意
味
が
あ
る
が
、
そ
の

他
に
「
自
分
か
ら
の
解
脱
」「
自
分
と
の
和
解
」
の
意
味
も
あ
る
。

我
々
は
錢
遵
王
の
自
己
弁
護
の
言
説
を
探
し
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
が
、
自
己
と
の
和
解
、
自
分
へ
の
慰
撫
、
自
己
調
整
の
言
説

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
我
々
は
暫
時
彼

の
詩
か
ら
離
れ
て
、
も
う
一
つ
の
著
作
の
な
か
に
「
自
解
」
を
探
索

す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
錢
遵
王
の
著
作
『
讀
書
敏
求
記
』
に
は
「
牧

齋
」
や
「
絳
雲
樓
」
な
ど
牧
齋
関
連
の
語
彙
が
五
十
回
以
上
出
現
す

る
。『
讀
書
敏
求
記
』
は
目
録
学
の
書
物
で
あ
り
、
錢
遵
王
が
そ
の

述
古
堂
所
蔵
の
精
品
の
た
め
に
書
い
た
著
録
、
題
記
、
考
証
、
読
書
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劄
記
を
収
録
し
て
い
る
。
蔵
書
を
収
録
し
、
蔵
書
を
記
録
し
て
い
く

行
為
の
中
に
、
錢
遵
王
は
「
自
己
治
療
」（self-healing

）
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
見
出
し
、
牧
齋
の
記
憶
を
整
理
し
再
構
成
し
、
錢
氏
の
一
家

を
見
舞
っ
た
禍
の
中
で
自
分
が
被
っ
た
心
理
的
な
傷
を
寛
解
し
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。」（
同
書
一
〇
二
頁
）『
讀

書
敏
求
記
』
に
嚴
氏
が
見
出
し
た
「
自
解
」
の
痕
跡
を
す
べ
て
あ
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
よ

う
。「

白
氏
文
集
」：
樂
天
は
…
嘗
て
一
部
を
錄
し
て
廬
山
東
林
寺
の

經
藏
院
に
置
く
、
北
宋
の
時
こ
れ
を
板
に
鏤ほ

る
、
所
謂
廬
山
本
是

な
り
。
絳
雲
樓
藏
書
中
に
こ
れ
有
り
、
惜
し
む
ら
く
は
繕
寫
に
及

ば
ず
し
て
、
庚
寅
の
一
炬
、
此
の
本
の
種
子
は
斷
絶
し
、
此
れ
自

り
廬
山
本
を
知
る
者
有
る
無
き
な
り
。
…
…
戊
子
、
己
丑
［
一
六

四
八

－

一
六
四
九
］、
予
は
日
び
牧
翁
に
從
い
て
游
び
、
奇
書
共

に
欣
賞
し
、
心
を
駭お

ど
ろ

か
し
目
を
悦
ば
し
、
蓬
山
に
數お
と

ら
ず
。

　

嚴
氏
は
言
う
、「
絳
雲
樓
は
帰
ら
ず
、
牧
齋
も
帰
っ
て
こ
な
い
が
、

述
古
堂
の
所
蔵
品
は
日
々
に
豊
富
に
な
っ
て
ゆ
き
、
錢
遵
王
は
江
南

一
帯
の
著
名
な
蔵
書
家
と
な
り
、
述
古
堂
の
名
は
遠
近
に
聞
こ
え
た
。

牧
齋
の
家
の
災
難
で
被
っ
た
嫌
疑
は
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

蔵
書
家
と
し
て
の
営
み
に
よ
っ
て
錢
遵
王
は
相
対
的
に
潔
白
な
身
分

を
確
立
し
、
光
栄
あ
る
存
在
た
る
こ
と
を
勝
ち
取
っ
た
の
で
あ

る
。」（
同
書
一
〇
四
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
嚴
氏
は
『
讀
書
敏
求
記
』
と
い
う
一
見
無
味
乾
燥
な

目
録
学
の
書
物
の
中
に
、
錢
遵
王
の
心
の
ド
ラ
マ
を
縦
横
に
読
み
取

っ
て
お
り
、
読
み
応
え
の
あ
る
論
文
と
な
っ
て
い
る
。

⑷
清
初
錢
謙
益
、
王
士
禛
「
代
興
」
説
再
議

　

順
治
十
七
年
（
一
六
六
〇
）
年
、
王
漁
洋
は
揚
州
府
の
推
官
と
し

て
江
南
に
赴
任
し
た
。
翌
年
五
月
、
牧
齋
の
甥
に
自
分
の
詩
集
と
書

簡
を
託
し
、
錢
謙
益
と
柳
如
是
に
彼
の
秋
柳
四
首
に
唱
和
し
て
く
れ

る
よ
う
依
頼
し
た
。
こ
の
依
頼
は
柔
ら
か
に
拒
絶
さ
れ
た
が
、
九
月
、

錢
謙
益
の
八
十
歳
の
祝
い
の
際
に
王
漁
洋
は
さ
ら
に
書
簡
と
詩
集
を

送
っ
て
序
文
を
請
う
た
。
錢
謙
益
は
一
文
を
草
し
、
長
詩
一
首
も
併

せ
て
贈
っ
た
。
序
文
の
中
で
錢
謙
益
は
都
で
同
年
の
友
人
（
関
西
の

文
天
瑞
太
清
、
新
城
の
王
象
春
季
木
、
竟
陵
の
鍾
惺
伯
敬
）
に
言
及
し
た

う
え
で
、
文
太
清
、
と
王
季
木
と
都
で
詩
を
論
じ
た
際
に
、
格
調
派
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の
理
論
を
信
奉
し
て
い
た
二
人
に
そ
の
非
を
説
き
、
文
太
清
が
「
虞

山
の
言
は
是
な
り
、
顧た

だ
我
老
い
て
用
い
る
能
わ
ざ
る
の
み
」
と
言

っ
た
こ
と
、
二
人
が
な
く
な
っ
て
久
し
い
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
有

名
な
一
言
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

余
は
八
十
に
し
て
昏
忘
た
り
、
貽
上
代
興
の
日
に
値あ

た

り
、
向さ
き

の
鏃

礪
の
知
己
、
古
學
を
用
て
勸
勉
せ
し
者
、
今
身
に
于
い
て
親
し
く

こ
れ
を
見
る
、
豈
に
厚
き
幸
い
有
ら
ざ
ら
ん
や
。
こ
れ
を
書
し
て

以
て
余
の
遭
を
慶
ぶ
な
り
。

　

こ
の
「
貽
上
代
興
の
日
に
値
り
」
を
王
漁
洋
は
「
與
君
代
興
」
も

し
く
は
「
代
興
」
と
し
て
何
度
も
引
用
し
、
自
分
が
錢
謙
益
か
ら
自

分
の
後
継
者
指
名
を
受
け
た
と
い
う
印
象
を
同
時
代
人
に
与
え
、

我
々
研
究
者
も
そ
う
受
け
取
る
の
が
当
然
と
考
え
て
き
た
。
長
く
な

る
の
で
考
証
過
程
の
全
貌
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
嚴
氏

は
「
代
興
」
の
意
義
を
『
春
秋
左
傳
』
昭
公
十
二
年
の
「
齊
侯
矢
を

舉
げ
て
曰
く
：
酒
有
り
て
澠
の
如
く
、
肉
有
り
て
陵
の
如
し
。
寡
人

此
れ
に
中あ

て
な
ば
、
君
に
與か
わ

り
て
代こ
も

ご
も
興
ら
ん
」
ま
で
遡
り
、
政

権
交
代
、
季
節
の
変
化
、
文
体
の
変
遷
、
文
人
が
代
わ
る
代
わ
る
登

場
す
る
こ
と
を
指
す
と
確
定
し
た
う
え
で
、
続
い
て
錢
謙
益
の
詩
文

に
お
け
る
用
例
を
列
挙
吟
味
し
、
王
位
の
交
代
、
仏
門
の
継
承
、
文

学
の
世
界
で
の
世
代
交
代
を
さ
す
と
結
論
付
け
る
。
そ
し
て
さ
ら
に

王
漁
洋
の
詩
文
に
お
け
る
「
代
興
」
の
用
例
を
検
討
し
、
錢
謙
益
の

用
例
と
つ
き
あ
わ
せ
て
、「
あ
る
人
物
が
あ
る
人
物
に
代
わ
っ
て
台

頭
す
る
こ
と
」、「
あ
る
人
物
が
前
の
世
代
に
代
っ
て
台
頭
す
る
こ

と
」、「
前
者
で
あ
れ
後
者
で
あ
れ
、
世
代
交
代
の
意
味
を
含
む
」
と

い
う
三
つ
の
意
味
に
帰
納
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
錢
謙
益
の
文
集
を

精
査
し
て
、
王
漁
洋
以
外
に
錢
謙
益
が
「
代
興
」
を
期
待
し
た
例
を

二
人
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
二
人
と
は
「
明
清
の
際
に
お
け
る
特
立
獨

行
の
士
」
で
あ
っ
た
徐
伯
調
と
、
天
啓
年
間
の
舉
人
で
陝
西
の
人
李

楷
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
牧
齋
の
「
李
叔
則
霧
堂
集
序
」
に
「
西
極

の
文
太
清
、
實
は
嚆
矢
爲
り
。
其
の
後
二
十
餘
年
に
し
て
、
叔
則
代

興
し
、
人
咸み

な
太
微
の
冢
嫡
な
り
と
謂
う
。」
と
あ
り
、
王
漁
洋
同

様
、「
代
興
」
の
二
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
嚴
氏
は
様
々
な
材
料

を
挙
げ
た
上
で
、
王
漁
洋
の
「
代
興
」
は
格
調
派
に
毒
さ
れ
た
前
の

世
代
王
象
春
、
文
翔
鳳
ら
の
欠
陥
を
克
服
し
え
て
お
り
、
そ
れ
を
言

祝こ
と
ほ

い
だ
表
現
で
あ
る
と
し
、
李
楷
（
叔
則
）
の
「
代
興
」
は
「
ま

だ
前
七
子
・
後
七
子
の
余
風
が
残
る
関
中
で
「
代
興
」
し
、
虞
山
の
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学
を
伝
承
し
て
く
れ
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
錢
謙
益
が
本
当
に
後

継
者
と
し
て
指
名
し
た
の
は
、
王
漁
洋
に
非
ず
李
楷
で
あ
っ
た
と
い

う
独
創
的
な
結
論
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
の
「
後
記
」
に
は
王

漁
洋
が
錢
謙
益
に
書
簡
を
送
り
、
詩
文
集
に
序
を
請
う
て
い
た
の
と

ま
さ
に
同
時
期
に
、
徐
禎
卿
の
詩
集
『
徐
昌
穀
全
集
』
に
「
此
の
巻

は
昌
穀
未
だ
空
同
に
遇
わ
ざ
る
時
の
作
多
く
、
一
と
し
て
取
る
可
き

無
し
。
牧
齋
は
顧た

だ
こ
れ
を
取
る
、
豈
に
眯
目
の
人
白
黒
を
道
う
な

ら
ん
や
」
と
い
う
牧
齋
に
対
す
る
手
厳
し
い
批
語
を
書
き
つ
け
て
い

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
後
に
王
漁
洋
が
錢
謙
益
に
対
し
て
か

な
り
手
厳
し
く
批
判
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、
詩
壇
の
大
先

輩
に
辞
を
低
く
し
て
序
文
を
依
頼
し
て
い
た
折
も
折
、
こ
の
よ
う
な

批
判
的
見
解
を
書
き
つ
け
て
い
た
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
従

来
の
王
漁
洋
に
対
し
て
評
者
が
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

⑸
錢
謙
益
遺
著
於
清
代
的
出
版
及
「
典
律
化
」
歷
程

　

こ
の
論
文
は
錢
謙
益
の
遺
著
が
清
代
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
プ
ロ

セ
ス
と
そ
れ
が
い
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
と
い
う
受
容
史
を
扱

う
。

　

牧
齋
の
死
後
、
牧
齋
が
明
と
清
の
間
を
揺
れ
動
く
、
評
価
が
こ
と

に
難
し
い
生
涯
を
送
り
、
そ
の
詩
文
集
の
内
容
も
、
清
朝
の
忌
避
に

触
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
た
め
、
誰
が
牧
齋
の
遺
稿
を
整
理
す
る
か

が
大
問
題
と
な
り
、
結
局
最
後
に
錢
謙
益
の
委
託
を
受
け
た
錢
遵
王

が
整
理
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
錢
遵
王
は
例
の
錢
謙
益
没
後
の
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
、「
獸
曾
」
と
罵
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

う
で
あ
れ
ば
こ
そ
錢
謙
益
の
門
生
の
大
半
は
遺
稿
整
理
に
か
か
わ
ら

な
く
な
っ
た
と
嚴
氏
は
述
べ
る
。
さ
ら
に
祭
文
や
墓
誌
銘
を
誰
に
頼

む
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
た
。
臨
終
の
床
に
錢
謙
益
を
見
舞
っ
た
黄

宗
羲
は
あ
い
ま
い
な
返
事
を
し
て
立
ち
去
り
、
結
局
墓
誌
銘
を
書
か

な
か
っ
た
し
、
そ
の
死
後
五
百
年
間
結
局
錢
謙
益
の
墓
誌
銘
は
つ
い

に
書
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
錢
謙
益
の
古
く
か
ら
の
友
人
で
、

錢
謙
益
・
屈
大
均
と
と
も
に
江
南
三
大
家
と
称
さ
れ
た
龔
定
孳
（
一

六
一
五

－

一
六
七
三
）
は
錢
謙
益
の
祭
文
（
祭
虞
山
先
生
牧
齋
錢
學
士
）

を
書
い
た
が
、
や
は
り
相
当
書
き
に
く
か
っ
た
ら
し
く
、
苦
心
の
跡

が
見
え
る
。
嚴
氏
に
よ
る
と
、
祭
文
は
次
の
構
造
か
ら
成
る
。

（
一
）
錢
謙
益
の
文
学
が
不
朽
の
価
値
（the im

m
ortality of litera-

④

⑤
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評

ture
）
を
持
つ
こ
と
を
称
賛
す
る
。「
芝
麓
は
牧
齋
の
著
作
に
対
し

て
極
め
て
高
い
評
価
を
与
え
、
牧
齋
の
「
文
学
的
不
朽
性
」（liter-

ary im
m

ortality

）
を
称
揚
す
る
。
芝
麓
は
上
下
千
年
の
文
学
の
道

統
に
位
置
付
け
る
と
す
れ
ば
、
唐
宋
の
韓
愈
、
歐
陽
修
、
近
く
は
明

代
の
宋
濂
と
歸
有
光
に
比
擬
す
る
。」（
同
書
一
七
六
頁
）

（
二
）
錢
謙
益
の
「
才
」
と
「
志
」
を
称
揚
す
る
。「「
斯
の
人
を
以

て
宰
相
を
得
ず
、
終
に
列
卿
に
老
ゆ
る
と
は
、
誠
に
數
奇
爲
り
。」

芝
麓
は
牧
齋
が
宰
相
の
地
位
に
昇
り
政
権
の
中
枢
で
活
躍
で
き
な
か

っ
た
の
を
惜
し
ん
で
い
る
。」（
同
書
一
七
七
頁
）

（
三
）
明
清
交
替
期
の
錢
謙
益
の
出
処
進
退
に
つ
い
て
は
節
を
失
っ

た
と
す
る
世
論
に
配
慮
し
て
あ
い
ま
い
な
書
き
方
に
終
始
し
、「
親

し
き
者
の
爲
に
諱
み
、
長
者
の
爲
に
諱
」
ん
で
い
る
。

（
四
）
最
後
の
段
落
で
は
、
清
朝
に
投
降
し
た
後
、『
列
朝
詩
集
』

を
は
じ
め
と
す
る
充
実
し
た
著
作
活
動
に
触
れ
る
。

（
五
）
末
尾
で
は
、「
於あ

戲あ

、
先
生
の
生
く
る
や
、
名
高
く
望
大
な

り
、
豈
に
天
の
此
れ
を
豐
に
し
、
彼
に
嗇
し
む
、
仕
路
の
迍
邅
と
夫

の
衆
口
の
謷
訾
と
を
免
る
る
こ
と
難
し
。
先
生
の
死
す
る
や
、
こ
れ

を
謗
り
こ
れ
を
誹
る
者
、
固
よ
り
當
に
啄
を
蓋
棺
に
息
む
べ
き
も
、

尤
も
掩
抑
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
其
の
文
苑
の
宗
師
に
非
ず
と
謂
う
。

深
く
痛
む
可
き
者
は
、
産
を
斥う

り
て
鈔
然
た
り
、
幅
巾
盡
く
る
を
待

つ
…
」
と
死
後
の
彼
の
家
の
災
難
と
、
彼
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
に
触

れ
て
終
わ
る
。
龔
定
孳
は
錢
牧
齋
を
「
皇
清
嘉
議
大
夫
禮
部
右
侍
郎

管
内
翰
林
秘
書
院
學
士
事
虞
山
牧
齋
錢
先
生
」
と
称
し
、
自
ら
を

「
通
家
後
學
都
察
院
左
都
御
史
」
と
称
し
て
い
る
の
は
「
皇
帝
権
力

（im
perial authority

）
─
─
当
時
は
す
で
に
大
清
の
皇
帝
権
力
で
あ

っ
た
─
─
と
牧
齋
の
官
に
就
い
て
い
る
門
生
の
勢
力
を
借
り
て
こ
の

危
機
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
だ
と
す
れ
ば
芝
麓
は
故

人
に
対
し
天
地
に
恥
じ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。」（
同

書
一
八
二
頁
）
と
嚴
氏
は
評
し
て
い
る
。
以
下
、
歸
莊
の
錢
謙
益
に

対
す
る
評
価
、
清
代
に
入
っ
て
か
ら
の
牧
齋
の
詩
文
の
結
集
、
錢
遵

王
牧
齋
詩
注
の
凌
鳳
翔
序
文
に
見
ら
れ
る
、
錢
謙
益
を
文
学
史
上
に

位
置
付
け
よ
う
と
す
る
早
い
段
階
で
の
試
み
、
沈
德
潛
『
國
朝
詩
別

裁
集
』
の
冠
首
に
錢
謙
益
が
置
か
れ
た
こ
と
の
意
味
と
『
國
朝
詩
別

裁
集
』
が
起
こ
し
た
大
き
な
波
紋
、
清
末
の
思
想
家
章
炳
麟
が
排
満

思
想
を
鼓
吹
す
る
中
で
見
出
し
た
錢
謙
益
の
利
用
価
値
、
清
末
に
於

け
る
錢
謙
益
の
発
掘
と
救
出
、
清
朝
滅
亡
の
直
前
に
お
け
る
牧
齋
の
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著
作
の
出
版
な
ど
の
諸
問
題
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
、
錢
謙
益
の
人
物

像
や
評
価
の
変
遷
、
錢
謙
益
の
著
作
の
受
容
史
が
手
に
取
る
よ
う
に

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

⑹
權
力
意
志
：
清
高
宗
乾
隆
帝
譏
斥
錢
謙
益
詩
文
再
議

　

こ
の
論
文
は
⑸
の
論
文
の
第
六
章
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
文
章

で
あ
る
。

　

乾
隆
帝
が
錢
謙
益
を
批
判
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
史
実

で
あ
る
。
嚴
氏
は
乾
隆
帝
が
自
分
は
「
聖
天
子
」
で
あ
る
と
い
う
自

負
、
歴
史
・
文
化
の
最
高
審
判
者
と
し
て
の
自
負
を
抱
き
、
臣
下
は

忠
義
と
貞
節
を
信
奉
し
、
二
君
に
仕
え
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
臣
下

の
節
義
に
関
す
る
観
念
を
持
ち
、
ひ
そ
か
に
錢
謙
益
と
文
明
の
担
い

手
と
し
て
高
下
を
争
う
心
理
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
同
書
二
三
八

頁
）。
そ
こ
で
嚴
氏
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
乾
隆
帝

が
作
っ
た
錢
謙
益
に
関
す
る
古
今
体
詩
な
ど
の
資
料
を
解
読
し
て
、

乾
隆
帝
の
牧
齋
批
判
の
実
情
を
探
り
出
そ
う
と
試
み
て
い
る
。

　

嚴
氏
は
先
ず
乾
隆
帝
が
錢
謙
益
を
批
判
し
た
詩
文
の
年
表
を
作
成

す
る
。「『
清
實
錄
』
高
宗
純
皇
帝
實
錄
、『
御
製
詩
集
』、『
文
集
』

を
調
べ
る
と
、
乾
隆
二
十
六
年
か
ら
五
十
四
年
（
一
七
六
一

－

一
七
八

九
）
の
二
十
八
年
間
に
、
牧
齋
に
関
す
る
（
直
接
牧
齋
に
対
し
て
発
せ

ら
れ
た
も
の
、
牧
齋
に
言
及
し
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
含
め
た
）
文
書
は
、

諭
・
令
は
少
な
く
と
も
十
九
件
、
詩
は
十
二
題
十
五
首
あ
る
。
こ
こ

に
以
下
の
よ
う
に
年
表
を
製
作
し
、
全
体
を
う
か
が
い
見
よ
う
と
思

う
。」（
同
書
二
三
九
頁
）
と
い
う
年
表
は
3
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
こ

れ
ま
で
私
も
漠
然
と
し
た
知
識
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
乾
隆
帝
の

錢
謙
益
批
判
の
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

時
系
列
的
に
並
べ
る
と
、
最
初
に
来
る
の
は
乾
隆
二
十
六
年
の
記

事
で
、
⑸
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
沈
德
潛
『
國
朝
詩
別
裁
集
』

に
か
ら
む
も
の
で
あ
る
。
嚴
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
時
点
で
乾
隆
帝
は
ま

だ
錢
謙
益
の
『
初
學
集
』『
有
學
集
』
を
通
読
し
て
お
ら
ず
、
錢
謙

益
に
対
す
る
批
判
は
ま
だ
「
温
柔
」
で
あ
る
。
乾
隆
二
十
六
年
の
諭

令
の
中
で
乾
隆
帝
は
、「
伊か

れ

は
前
明
に
在
り
て
曾
て
大
僚
に
任
ぜ
ら

れ
、
復
た
國
朝
に
仕
う
、
人
品
尚
お
何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
や
？
即

ち
詩
を
以
て
言
わ
ば
、
其
の
こ
れ
を
明
末
に
還か

え

す
に
任ま
か

さ
ば
可
な
る

の
み
、
何
ぞ
引
き
て
開
代
詩
人
の
首
と
爲
す
を
得
ん
や
」
と
錢
謙
益
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評

に
対
す
る
辛
い
評
価
を
述
べ
て
い
る
。

　

乾
隆
三
十
五
年
の
「
錢
謙
益
の
『
初
學
集
』
を
觀
て
因
り
て
句
を

題
す
」
が
分
水
嶺
と
な
っ
た
と
嚴
氏
は
判
断
す
る
。

平
生
談
節
義　

平
生　

節
義
を
談
じ

兩
姓
事
君
王　

兩
姓　

君
王
に
事
う

進
退
都
無
據　

進
退　

都す

べ
て
據
る
無
く

文
章
那
有
光　

文
章　

那
ん
ぞ
光
有
ら
ん
や

真
堪
覆
酒
甕　

真
に
堪
え
た
り
酒
甕
を
覆く

つ
が

え
す
に

屢
見
詠
香
囊　

屢し
ば
し

ば
見
た
り
香
囊
を
詠
ず
る
を

末
路
逃
禪
去　

末
路
は
禪
に
逃
れ
去
る

原
爲
孟
八
郎　

原も
と

も
と
孟
八
郎
爲
り
（
自
注
：
禪
宗
に
お
い
て
真
空

妙
有
を
解
さ
ざ
る
者
を
孟
八
郎
と
爲
す
）

　

こ
の
詩
を
嚴
氏
は
、「
…
牧
齋
は
確
か
に
詩
文
で
朝
廷
の
安
危
や

名
士
の
節
義
を
語
る
が
、
乾
隆
か
ら
み
る
と
こ
の
節
義
ば
か
り
口
に

す
る
人
物
は
「
兩
姓　

君
王
に
事
」
え
た
人
で
、
言
行
不
一
致
、
臣

下
と
し
て
の
節
義
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
進
退
に
根
拠
が
な

く
、
大
義
に
欠
け
て
い
る
人
物
は
、
根
本
が
失
わ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
文
章
は
読
む
価
値
が
な
い
。
牧
齋
の
道
徳
、
文
章
、「
香

囊
を
詠
」
じ
た
情
愛
の
詩
を
一
概
に
否
定
し
て
い
る
。
最
後
に
牧
齋

の
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
る
禅
宗
へ
の
逃
避
を
、
追
い
つ
め
ら
れ
た

行
動
に
す
ぎ
ず
、
仏
教
の
真
理
に
つ
い
て
は
無
知
で
あ
る
と
攻
撃
し

て
い
る
」（
二
四
八
頁
）
と
解
析
し
て
い
る
。

　

「
そ
れ
以
後
乾
隆
は
牧
齋
に
対
し
て
罵
詈
雑
言
を
極
め
る
。
こ
の

事
態
の
新
展
開
は
突
然
の
出
来
事
で
は
な
い
。
そ
の
前
の
年
、
乾
隆

三
十
四
年
（
一
七
六
九
）、
牧
齋
は
清
王
朝
の
最
も
密
度
の
濃
い
、
嚴

し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
の
年
の
六
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、

半
年
の
う
ち
に
乾
隆
は
牧
齋
に
関
し
て
六
回
発
言
し
、
全
力
で
批
判

を
行
っ
て
い
る
。1769A

－F

の
六
件
の
う
ち
、
前
の
四
件
は
乾
隆

の
諭
旨
で
あ
り
、
牧
齋
の
『
初
學
』『
有
學
』
二
集
は
「
荒
誕
背

謬
」
で
あ
り
、
こ
こ
か
し
こ
に
「
本
朝
を
詆
謗
す
る
の
處
」
が
あ

る
」（
同
書
二
七
四
頁
）
と
嚴
氏
は
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
此
れ
等
の
書

籍
は
、
理
に
悖も

と

り
義
を
犯
し
、
豈
に
其
の
流
傳
を
聽ゆ
る

す
可
け
ん
や
、

必
ず
や
當
に
早つ

と

に
銷も

燬や

さ
爲る

べ
し
」
と
指
示
し
、
清
の
朝
廷
が
牧
齋

の
著
作
を
焼
却
す
る
事
業
は
こ
の
時
点
か
ら
正
式
に
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。」（
同
書
二
七
五
頁
）
と
嚴
氏
は
推
理
し
て
い
る
。

　

第
三
段
階
で
は
錢
謙
益
の
著
作
の
焼
却
作
業
は
す
で
に
終
了
し
、
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乾
隆
帝
は
明
朝
に
殉
じ
た
忠
臣
と
明
に
反
逆
し
清
に
投
降
し
た
貳
臣

と
を
峻
別
し
、
貳
臣
も
洪
承
疇
ら
明
朝
に
背
い
た
も
の
の
、
清
朝
に

は
忠
実
で
あ
っ
た
甲
編
と
、
明
朝
に
背
い
た
が
清
朝
に
も
忠
実
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
乙
編
に
分
け
ら
れ
、
錢
謙
益
は
貳
臣
乙
編
の
典

型
と
し
て
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
再
利
用
（recycle

）
の
価
値
を

乾
隆
帝
か
ら
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
清
の
皇
帝
が
古
今
の

歴
史
を
評
価
す
る
標
準
と
化
し
た
。」（
同
書
二
七
七
頁
）
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
嚴
氏
は
乾
隆
帝
の
詩
作
は
「
最
初
か
ら
最
後
ま
で
「
政
治

界
」（
評
者
：
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
用
語
）
の
産
物
で
あ
っ
た
。
乾
隆
は
専

横
、
野
蛮
に
も
文
学
界
（
こ
れ
も
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
用
語
）
の
文
化
生
産

の
自
主
性
、
自
律
性
、
詩
人
の
魂
の
尊
厳
を
奪
っ
た
」（
同
書
二
八
五

頁
）
と
断
定
し
、
乾
隆
帝
が
憧
れ
た
唐
の
太
宗
が
本
物
の
詩
人
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、「
乾
隆
帝
の
詩
文
の
中
に
我
々
は
唐
の
太
宗
の
よ

う
な
詩
と
政
治
の
間
の
張
力
（tension

）
は
見
ら
れ
な
い
。
乾
隆
の

詩
は
本
論
文
で
引
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
言
え
ば
、
政
治
的
な
拡
声

器
に
過
ぎ
ず
、
君
主
と
し
て
の
「
権
力
の
意
志
」
に
満
ち
溢
れ
、
耳

を
聾
せ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
花
は
花
に
非
ず
、
霧
は
霧
に
非
ず
。
乾

隆
は
詩
人
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
通
し
て
打
ち
建

て
た
か
っ
た
の
は
絶
対
的
な
、
古
今
に
冠
絶
す
る
聖
な
る
帝
王
の
イ

メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。」（
同
書
二
八
七
頁
）
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

最
後
に
評
者
は
読
者
の
皆
さ
ん
に
「
⑹
權
力
意
志
：
清
高
宗
乾
隆

帝
譏
斥
錢
謙
益
詩
文
再
議
」
と
古
原
宏
伸
氏
の
「
乾
隆
皇
帝
の
画
学

に
つ
い
て
」（『
中
国
画
論
の
研
究
』
所
収
）
を
併
せ
読
ま
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。
嚴
氏
の
論
文
が
乾
隆
帝
の
文
学
の
分
野
で
の
「
権
力

の
意
志
」
の
行
使
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
古
原
氏
の
論

文
は
古
画
の
鑑
識
を
中
心
と
す
る
乾
隆
帝
の
画
学
を
論
じ
た
も
の
で
、

互
い
に
補
い
合
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

⑺
近
代
上
海
『
申
報
』
中
錢
謙
益
的
身
影

　

『
申
報
』
は
、
一
八
七
二
年
に
創
刊
さ
れ
、
一
九
四
九
年
に
停
刊

さ
れ
る
ま
で
77
年
続
い
た
雑
誌
で
あ
る
。
嚴
氏
は
「『
申
報
』
は
営

利
目
的
の
大
衆
向
け
の
商
業
新
聞
で
あ
る
。『
申
報
』
に
掲
載
さ
れ

た
文
学
作
品
は
、
中
国
の
近
現
代
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

『
申
報
』
を
利
用
し
て
、
牧
齋
の
イ
メ
ー
ジ
と
受
容
に
つ
い
て
比
較

的
長
い
ス
パ
ン
の
観
察
を
行
い
、
我
々
の
清
初
、
乾
隆
（
十
七
、
十

八
世
紀
）
以
後
の
牧
齋
の
認
識
を
補
お
う
と
考
え
る
」（
同
書
二
九
一

⑥
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頁
）
と
述
べ
、『
申
報
』
を
一
種
の
定
点
観
測
の
場
と
し
て
、
錢
謙

益
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
を
辿
ろ
う
と
試
み
て
い
る
。

　

『
申
報
』
に
錢
謙
益
が
登
場
す
る
の
は
、
一
八
七
二
年
十
月
二
日

の
二
頁
に
掲
載
さ
れ
た
「
呉
興
趙
忠
節
公
覆
偽
忠
王
李
逆
書
並
絶
命

辭
四
律
（
附
和
詩
及
來
書
）」
で
あ
る
。
趙
忠
節
公
は
太
平
天
国
の
乱

の
際
に
太
平
天
国
の
忠
王
李
秀
成
に
囚
わ
れ
た
郷
紳
の
趙
景
賢
の
こ

と
で
あ
り
、
彼
は
太
平
天
国
へ
の
帰
順
を
拒
ん
で
殺
さ
れ
た
人
で
あ

る
。
李
秀
成
が
趙
景
賢
に
帰
順
を
勧
め
た
書
簡
の
中
に
錢
謙
益
の
名

が
出
て
く
る
。
こ
の
書
簡
は
佚
亡
し
た
が
、
趙
景
賢
の
復
書
に
そ
れ

に
言
及
し
た
部
分
が
残
っ
て
い
た
。「
來
書
は
洪
承
疇
、
錢
謙
益
、

馮
銓
の
輩
を
引
及
す
、
當
日
已
に
士
林
の
齒
せ
ざ
る
所
、
清
議
の
容

れ
ざ
る
所
と
爲
る
。
純
皇
帝
『
貳
臣
傳
』
を
御
定
す
る
や
、
名
は
首

列
に
在
り
。
此
等
の
人
何
ぞ
比
數
す
る
に
足
ら
ん
や
…
」
こ
の
よ
う

に
錢
謙
益
の
最
初
の
登
場
は
単
独
で
は
な
く
、「
雅
集
」（
他
の
人
物

と
と
も
に
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
嚴
氏
は
一
八
七
〇

年
代
の
『
申
報
』
の
錢
謙
益
に
関
す
る
詩
文
を
丹
念
に
拾
い
上
げ
、

牧
齋
を
詠
じ
た
詩
は
、「
其
の
才
を
愛
す
る
」、「
其
の
遇
を
哀
し
む
」、

「
其
の
行
を
鄙い

や

し
む
」
の
三
つ
の
要
素
に
帰
納
さ
れ
る
が
、
重
点
は

も
ち
ろ
ん
「
其
の
行
を
鄙
し
む
」
に
在
り
、
詩
人
た
ち
は
自
己
規
制
、

自
己
抑
圧
の
状
態
に
あ
っ
た
と
結
論
す
る
。

　

近
現
代
の
『
申
報
』
掲
載
の
詩
は
や
は
り
一
八
七
〇
年
代
の
詩
の

単
調
な
歌
い
ぶ
り
を
踏
襲
し
、「
千
篇
一
律
で
、
個
性
に
欠
け
る
」

と
嚴
氏
は
述
べ
た
上
で
、
こ
の
時
期
の
牧
齋
に
つ
い
て
の
筆
記
が

「
艶
聞
」
と
「
衆
に
示
し
辱
め
を
受
け
し
む
」
の
二
つ
の
要
素
か
ら

構
成
さ
れ
る
と
観
察
す
る
。『
申
報
』（
一
九
四
七
年
十
一
月
十
六
日
）

「
自
由
談
」
に
載
っ
た
「
兩
朝
領
袖
」
が
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ

る
。牧

齋
既
に
柳
如
是
を
娶
り
、
寵
愛
す
る
こ
と
神
仙
の
如
く
、
爲
に

別
に
精
舎
を
築
き
て
こ
れ
を
居
ら
し
む
。
其
の
室
に
顔
し
て
「
我

聞
」
と
い
い
、『
金
剛
經
』
の
「
如
是
我
聞
」
の
義
を
取
る
な
り
。

一
日
こ
れ
を
挈た

ず
さ

え
て
虎
邱
に
遊
ぶ
に
、
牧
齋
の
衣
は
小
領
に
し

て
大
袖
な
り
。
一
士
人
前
み
て
揖
す
る
に
遇
い
、
此
れ
何
の
服
制

な
る
や
と
問
う
、
牧
齋
曰
く
、「
小
領
は
新
朝
の
法
服
爲
り
、
大

袖
は
先
朝
を
忘
れ
ざ
る
を
示
す
所
以
な
り
」
と
。
士
人
謬い

つ
わ

り
て

爲
に
容
を
改
め
て
曰
く
、「
公
は
新
朝
に
事
え
、
尚
お
故
國
を
忘

れ
ず
、
用
心
良は

な
は

だ
苦つ
と

め
た
り
」
と
。
牧
齋
大
い
に
窘く
る

し
む
。
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筆
記
の
作
者
は
「
道
徳
に
基
づ
い
て
裁
く
裁
判
官
」
に
な
り
た
い
と

い
う
自
分
の
欲
求
を
み
た
し
、
大
衆
の
渇
望
を
も
満
足
さ
せ
、
か
つ

い
く
ら
か
の
稿
料
も
手
に
入
る
と
い
う
わ
け
で
、
牧
齋
の
あ
る
種
の

市
場
価
値
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

形
で
錢
謙
益
は
「
不
朽
」
の
存
在
と
な
っ
た
と
嚴
氏
は
述
べ
て
い
る

（
同
書
三
一
八
頁
）。
以
下
『
申
報
』
に
の
っ
た
錢
謙
益
に
関
す
る
学

術
講
演
の
広
告
、
小
説
の
題
材
と
な
っ
た
錢
謙
益
な
ど
を
紹
介
し
た

後
で
、「
一
八
七
二
年
か
ら
一
九
四
九
年
の
『
申
報
』
に
は
重
大
な

意
味
を
持
つ
牧
齋
に
関
す
る
作
品
は
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
、
平
和
な
時
代
に
は
、
牧
齋
の
逸
話
や
艶
聞

に
関
す
る
作
品
が
主
で
あ
る
が
、
国
家
が
危
機
に
瀕
し
た
り
対
外
戦

争
が
起
こ
る
と
、
牧
齋
の
「
貳
臣
」
の
身
分
や
事
跡
が
人
々
の
執
筆

活
動
の
中
心
と
な
る
」（
同
書
三
三
八
頁
）
と
概
括
し
て
い
る
。

⑻
春
秋
有
變
例
、
定
哀
多
微
辭
─
─
試
論
錢
謙
益
之
論
次
麗
末
東
國

史
及
詩

　

こ
の
論
文
は
『
列
朝
詩
集
』
の
閏
集
朝
鮮
の
条
の
、
鄭
夢
周
、
李

穡
、
李
崇
仁
、
鄭
樞
、
金
九
容
及
び
鄭
道
傳
の
小
伝
を
論
じ
た
も
の

で
あ
る
。
朝
鮮
の
人
々
の
小
伝
は
高
麗
王
朝
か
ら
朝
鮮
王
朝
へ
の
交

替
期
に
お
け
る
高
麗
王
の
弑
逆
事
件
と
関
連
す
る
。

　

高
麗
王
朝
の
最
後
の
四
人
の
王
（
恭
愍
王
、
禑
王
、
昌
王
、
恭
讓
王

（
瑤
））
は
李
成
桂
が
弑
逆
し
た
と
い
う
説
が
あ
り
、
朴
洋
撰
と
さ

れ
る
『
東
國
史
略
』
で
は
、
李
成
桂
に
は
触
れ
ず
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
、

禑
滛
は
酗
に
し
て
虐
を
肆

ほ
し
い
ま
ま

に
し
、
昌
は
又
た
昏
弱
な
り
、
天

は
狂
狡
の
徒
を
し
て
名
器
を
奸
穢
せ
し
め
ず
、
德
有
る
を
待
ち
て

こ
れ
を
畀た

ま

う
、
其
の
意
は
昭
然
た
り
。
忠
臣
義
士
、
必
ず
王
氏
の

後
を
求
め
て
こ
れ
を
立
て
ん
と
欲
し
、
是
に
於
い
て
恭
讓
王
は
軒

席
の
上
を
離
れ
ず
、
起
ち
て
寶
位
に
登
る
。

　

問
題
を
や
や
こ
し
く
し
て
い
る
の
は
、
恭
愍
王
に
は
子
が
な
く
、

佞
臣
辛
旽
が
そ
の
婢
に
産
ま
せ
た
子
を
自
分
の
子
（
恭
愍
王
）
と
偽

っ
て
辛
禑
と
改
名
さ
せ
、
恭
愍
王
が
弑
逆
さ
れ
る
と
、
辛
禑
が
立
っ

て
王
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
辛
禑
が
弑
逆
さ
れ
る
と
、
辛
禑
の
子
を
立

て
る
べ
き
か
、
宗
親
を
立
て
る
か
を
め
ぐ
っ
て
争
議
が
起
こ
っ
た
。

そ
こ
で
当
時
の
名
儒
で
あ
っ
た
李
穡
が
意
見
を
求
め
ら
れ
て
、「
當

に
前
王
の
子
を
立
て
る
べ
し
」
と
応
え
、
昌
王
が
即
位
し
た
と
い
う
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史
実
で
あ
る
。
実
は
朴
洋
は
『
東
國
史
略
』
の
こ
の
段
を
書
く
に
あ

た
り
か
な
り
躊
躇
し
て
い
た
ら
し
く
、
そ
こ
に
「
王
氏
の
後
を
求
め

て
こ
れ
を
立
て
ん
」
と
主
張
し
た
義
士
の
一
人
李
穡
（
牧
隱
）
の
夢

を
見
、
詩
を
授
か
っ
た
。
そ
の
中
に
「
史
家
筆
を
秉
る　

公
は
何
れ

に
在
る
や
」
と
い
う
一
句
が
あ
り
、
朴
洋
は
『
東
國
史
略
』
で
、
李

穡
（
牧
隱
）
が
人
に
語
っ
た
と
い
う
言
葉
、「
昔
晉
の
元
帝
入
り
て

大
統
を
繼
ぐ
、
胡
致
堂
論
じ
て
曰
く
、「
元
帝
姓
は
牛
な
る
に
、
晉

宗
を
續
ぐ
、
群
臣
何
を
以
て
こ
れ
を
安
ん
ず
る
や
？
胡
羯
交こ

も

ご
も
侵

し
、
江
左
微
弱
、
若
し
舊
業
に
憑
依
せ
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
能
く
人
心

を
係つ

屬な

げ
ん
や
。
勢
い
に
乘
じ
事
を
就
す
、
已
む
を
得
ず
し
て
爲
す

者
な
り
云
々
。」
を
引
き
、「
今
穡
の
辛
氏
に
於
け
る
や
、
敢
え
て
異

論
有
ら
ざ
ら
ん
者
は
、
亦
た
此
の
意
な
り
。」
を
引
い
て
、
李
穡
の

言
動
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
牧
齋
は
『
列
朝
詩
集
』
の
李
穡
の
小

伝
を
書
く
に
あ
た
り
、『
東
國
史
略
』
を
主
要
な
材
料
と
し
て
用
い
、

李
穡
伝
の
末
尾
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

高
麗
は
玄
陔
自
り
君
な
ら
ず
、
政
は
李
氏
に
歸
し
、
穡
は
夢
周
と

昌
を
立
て
禑
を
擁
し
、
社
稷
を
李
成
桂
の
手
よ
り
奪
い
、
王
氏
一

綫
の
緒
を
延
ば
さ
ん
こ
と
を
思
う
。『
東
史
』
は
其
の
夢
周
と
心

を
同
じ
く
し
、
終
始
臣
節
を
變
え
ざ
る
を
稱
う
、
忠
と
謂
わ
ざ
る

可
け
ん
や
。
成
桂
の
放
弑
（
評
者
：
放
逐
と
弑
逆
）、
辛
氏
を
以
て

口
實
と
す
、『
東
史
』
亦
た
曰
く
、「
宋
儒
は
元
帝
は
本
と
馬
宗
に

非
ず
、
東
晉
の
大
臣
國
勢
の
歸
す
る
有
る
を
以
て
、
已
む
を
得
ず

し
て
こ
れ
を
安
ん
ず
。
穡
の
辛
を
立
つ
る
に
於
い
て
は
、
敢
え
て

異
議
を
せ
ず
、
亦
た
此
の
故
な
り
」
と
。
李
氏
政
を
專
ら
に
す
る

こ
と
年
有
り
、
國
論
手
に
在
り
、
國
を
竊
む
こ
と
二
百
餘
年
、
皆

其
の
臣
子
な
り
。
悠
悠
千
古
、
誰
か
與
に
牛
馬
の
是
非
を
辯
ぜ
ん

や
。
定
哀
微
詞
多
し
、『
東
史
』
も
こ
れ
有
り
。
學
は
四
夷
に
在

り
、
詎
ん
ぞ
然
ら
ざ
る
や
。

　

嚴
氏
に
よ
れ
ば
、
錢
謙
益
は
『
史
略
』
の
次
の
二
点
を
称
賛
し
て

い
る
。
一
つ
目
は
、「
鄭
夢
周
と
李
穡
が
志
を
同
じ
く
す
る
同
志
・

忠
臣
で
あ
り
、
協
力
し
て
衰
え
行
く
高
麗
王
朝
を
支
え
よ
う
と
努
力

し
、
臣
下
と
し
て
の
節
を
変
え
な
か
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
顕
彰
し

て
い
る
」
点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、「『
史
略
』
の
作
者
が
、
隠
さ
れ

た
筆
法
と
叙
述
の
戦
略
を
用
い
て
禑
王
、
昌
王
の
罷
免
、
継
承
の
過

程
で
彼
ら
が
演
じ
た
役
割
と
言
論
を
『
史
略
』
の
中
で
巧
妙
に
描
き

出
し
て
お
り
、
そ
れ
を
読
ん
だ
読
者
が
李
穡
の
当
時
の
隠
さ
れ
た
苦

⑦



中
国
文
学
報　

第
九
十
一
册

─ 234─

衷
を
理
解
で
き
る
」（
同
書
三
四
八
頁
）
点
で
あ
る
。

　

こ
の
論
文
の
第
二
章
「
錢
謙
益
の
「
朝
鮮
」
詩
編
集
に
含
ま
れ
る

「
史
意
」」
で
は
、『
列
朝
詩
集
』
の
朝
鮮
の
条
を
編
纂
す
る
に
あ
た

っ
て
重
要
な
資
料
と
な
っ
た
『
朝
鮮
詩
集
』
と
『
列
朝
詩
集
』
を
比

較
し
、
前
者
に
は
小
伝
が
な
い
こ
と
、
前
者
以
外
に
も
錢
謙
益
が
使

っ
た
資
料
が
存
在
し
た
こ
と
、
小
伝
は
『
史
略
』
を
錢
謙
益
が
巧
妙

に
切
り
張
り
し
て
で
き
た
こ
と
を
嚴
氏
は
指
摘
す
る
（
同
書
三
五
一

頁
）。
さ
ら
に
錢
謙
益
の
意
図
と
し
て
、『
列
朝
詩
集
』
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
鄭
夢
周
、
李
穡
、
李
崇
仁
、
鄭
樞
、
金
九
容
ら
忠
臣
の
事
跡

を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
朝
交
替
の
全
貌
が
見
え
て
く
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
最
後
に
付
さ
れ
た
鄭
道
傳
は
貳

臣
で
あ
り
、
忠
臣
た
ち
と
強
烈
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
面
白
い

の
は
鄭
夢
周
の
詩
の
取
捨
選
択
を
論
じ
た
部
分
で
、
錢
謙
益
は
鄭
夢

周
の
豪
邁
な
作
風
の
詩
を
切
り
捨
て
、
王
事
に
奔
走
す
る
苦
労
を
詠

っ
た
詩
を
主
に
採
用
し
て
お
り
、
彼
を
「
悲
劇
的
英
雄
」（a tragic 

hero

）
と
し
て
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
試
み
て
い
る
、
と
い
う
嚴
氏

の
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
列
朝
詩
集
』
全
体
に
つ
い
て
も
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
と
評
者
は
考
え
る
。

　

「『
列
朝
詩
集
』
を
錢
謙
益
が
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
本
来
「
詩

を
以
て
史
を
存
す
」
と
い
う
「
詩
史
」（
政
治
史
と
さ
え
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
）
を
編
纂
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
朝
鮮

詩
の
部
分
は
ま
さ
に
錢
謙
益
が
歴
史
家
の
本
領
・
精
神
を
発
揮
し
て
、

勧
善
懲
悪
の
本
旨
を
託
し
、
毀
誉
褒
貶
の
権
利
を
行
使
し
た
も
の
で

あ
る
。（
も
し
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
推
測
す
る
な
ら
ば
、
明
王
朝
は
清
王
朝

に
滅
ぼ
さ
れ
た
の
で
、
感
情
が
転
移
し
て
朝
鮮
王
朝
の
李
氏
が
王
氏
の
高
麗

王
朝
を
簒
奪
し
た
の
を
特
に
恨
む
よ
う
に
な
り
、
筆
誅
を
加
え
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
そ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
牧
齋
が
以

上
の
小
伝
を
書
い
た
時
に
、
特
に
力
を
入
れ
、
明
ら
か
な
感
情
移
入

を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
牧
齋
が
選
ん
だ
高
麗
末
、
朝

鮮
初
の
人
々
の
詩
は
、
以
上
の
論
が
誤
っ
て
い
な
け
れ
ば
錢
謙
益
の

毀
誉
褒
貶
、
人
物
評
価
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
文
脈
・
視
野
の
中
で
理

解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。」（
同
書
三
九
六
頁
）
こ
れ
が
嚴
氏
の
最
終
的

な
結
論
で
あ
る
が
、
錢
謙
益
の
歴
史
家
と
し
て
の
力
量
を
測
る
上
で
、

こ
の
論
文
は
正
確
な
水
準
器
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑼
典
午
陽
秋
、
休
聽
暇
豫
─
─
朝
鮮
文
士
南
九
萬
所
述
錢
謙
益
詩
考
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論
　

こ
の
論
文
は
朝
鮮
の
使
節
南
九
萬
が
康
煕
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）

に
命
を
奉
じ
て
中
国
に
使
い
し
た
際
の
記
録
『
甲
子
燕
行
雜
錄
』
の

一
段
か
ら
始
ま
る
。

館
中
愁
寂
た
り
、
取
り
て
冊
舗
の
賣
る
所
の
小
説
を
見
れ
ば
、
則

ち
陳
亡
び
し
後
衣
冠
子
孫
隋
室
に
仕
え
ざ
る
者
を
借
り
て
こ
れ
が

説
を
爲
し
、
詩
を
作
り
て
曰
く
、「
民
間　

定
め
て
有
ら
ん　

劉

文
叔
、
世
外　

那
ん
ぞ
無
か
ら
ん　

張
子
房
」
と
。
又
た
一
畫
廚

を
見
る
、
天
子
と
宮
人
、
宦
官
四
時
に
隨
い
て
の
淫
樂
の
狀
を
畫

く
も
、
其
の
冠
服
は
皆
清
制
な
り
、
末
に
題
し
て
曰
く
、「
成
化

二
十
二
年
（
一
四
六
八
）
太
平
遊
樂
の
圖
」
と
。
乃
ち
是
れ
成
化

に
假
託
す
る
も
、
實
は
朝
に
當
る
者
を
譏そ

し

る
な
り
。
人
心
の
在
る

所
抑
も
知
る
可
き
な
り
。
又
た
錢
牧
齋
謙
益
の
人
に
與
う
る
詩
を

見
る
に
云
う
、「
請
う
見
よ
典
午
陽
秋
の
例
、
載
記　

分
明
に
し

て
琬
琰
垂
る
」
と
。
又
た
云
う
、「
知
る
君
の
王
裒
傳
を
讀
む
を

恥
ず
る
を
、
但
だ
生
徒
を
し
て
蓼
莪
を
廢
せ
し
め
よ
」
と
。
此
の

如
き
等
の
作
、
板
に
鏤ほ

り
流
布
せ
し
め
て
、
以
て
罪
と
爲
さ
ず
、

豈
に
北
人
は
文
無
く
、
こ
れ
を
見
る
も
覺さ

と

ら
ざ
る
や
？

　

嚴
氏
に
よ
る
と
、
前
の
詩
句
は
「
徐
禎
起
に
和
す
」
と
「
侯
研
德

に
簡
し
幷
び
に
記
原
に
示
す
」
の
二
首
で
あ
り
、
両
方
と
も
「
冬
夜

假
我
堂
文
宴
の
詩
（
序
有
り
）」
十
一
首
の
う
ち
の
二
首
で
あ
る
。
嚴

氏
は
、
南
九
萬
は
な
ぜ
こ
れ
ら
の
詩
句
が
清
朝
の
忌
避
に
触
れ
る
と

考
え
た
の
か
を
実
に
丁
寧
考
証
し
て
ゆ
く
。
以
下
そ
の
手
際
を
見
て

い
こ
う
。

　

先
ず
「
徐
禎
起
に
和
す
」
か
ら
。
徐
禎
起
、
名
は
晟
、
長
洲
の
諸

生
で
明
の
遺
民
で
あ
り
、
假
我
堂
文
宴
の
後
に
牧
齋
の
家
塾
の
師
と

な
っ
た
。

老
學
依
然
炳
燭
時　

老
學　

依
然
と
し
て
燭
を
炳と

も

す
時

杜
詩
韓
筆
古
人
師　

杜
詩　

韓
筆　

古
人
の
師
な
り

崑
岡
玉
石
吾
何
有　

崑
岡　

玉
石　

吾　

何
か
有
ら
ん

東
海
滄
桑
某
在
斯　

東
海　

滄
桑　

某
は
斯
に
在
り

草
野
不
忘
油
素
約　

草
野　

忘
れ
ず
油
素
の
約

蕉
園
終
見
汗
青
期　

蕉
園　

終
に
見
る
汗
青
の
期

請
看
典
午
陽
秋
例　

請
う
看
よ
典
午
陽
秋
の
例

載
記
分
明
琬
琰
垂　

載
記　

分
明
な
れ
ば
琬
琰
垂
れ
ん

　

以
下
嚴
氏
の
解
釈
に
従
っ
て
読
む
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

⑧
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首
聯
は
、
老
い
て
も
な
お
学
に
励
む
牧
齋
の
自
画
像
で
あ
る
。
夜

も
蝋
燭
を
と
も
し
て
読
書
に
い
そ
し
み
、
詩
は
杜
甫
、
文
は
韓
愈
と

い
う
正
宗
を
学
ぶ
。

　

頷
聯
は
、
文
宴
で
皆
さ
ん
は
自
分
を
碩
学
の
宿
老
と
推
し
て
く
れ

る
が
、
自
分
は
「
崑
岡
の
玉
石
」（
崑
崙
山
の
玉
石
）
の
よ
う
な
才
芸

を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
謙
遜
し
た
う
え
で
、
東
海
が
桑
田

に
変
る
よ
う
な
国
家
の
激
変
の
目
撃
者
が
こ
こ
に
い
る
（
某
は
斯
に

在
り
）
と
表
明
し
て
い
る
。

　

頸
聯
は
、
自
分
は
「
草
野
」
に
あ
り
、
史
官
の
職
に
は
な
い
が
、

な
お
も
「
油
素
の
約
」（
評
者
：
牧
齋
と
宴
会
に
参
加
し
た
人
々
が
か
わ

し
た
、
こ
れ
か
ら
も
著
述
活
動
を
続
け
て
い
く
と
い
う
「
約
」）
を
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
。「
蕉
園
」
は
明
の
太
祖
實
錄
が
完
成
す
る
と
、
草
稿

が
そ
こ
で
焼
か
れ
た
と
い
う
北
京
の
太
液
池
の
東
の
地
名
で
あ
り
、

「
終
に
見
る
汗
青
の
期
」
は
『
史
通
』
忤
心
篇
の
次
の
典
故
を
踏
ま

え
る
。「
一
事
を
記
し
一
言
を
載
せ
ん
と
欲
す
る
毎た

び

に
、
皆
閣
筆
し

て
相
い
視
、
毫
を
含
み
て
斷
た
ず
。
故
に
白
首
期
す
べ
く
、
汗
青
日

無
し
。（
一
事
一
言
を
記
録
し
よ
う
と
す
る
た
び
に
、
筆
を
手
か
ら
離
し
て

互
い
に
見
つ
め
あ
い
、
筆
を
口
に
含
ん
で
判
断
し
よ
う
と
し
な
い
。
だ
か
ら

白
髪
頭
に
な
っ
て
よ
う
や
く
完
成
す
る
こ
と
を
期
し
、
完
成
に
は
程
遠
い
）

嚴
氏
は
、「
劉
知
幾
の
こ
の
言
葉
は
史
館
修
撰
官
に
向
け
て
発
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
あ
ま
り
に
も
慎
重
で
誰
も
責
任
を
取
ろ

う
と
せ
ず
、
お
互
い
に
押
し
付
け
あ
っ
て
い
る
の
で
、
年
老
い
て
も

史
書
が
い
つ
完
成
す
る
か
分
か
ら
な
い
。
牧
齋
が
こ
の
典
故
を
使
っ

た
そ
の
わ
け
は
、
非
常
に
奥
深
い
も
の
が
あ
る
。
宴
会
に
連
な
っ
た

人
々
に
、
協
力
し
て
事
を
行
え
ば
成
果
は
必
ず
上
が
る
と
励
ま
す
の

が
、
こ
れ
が
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。「
東
海
が
桑
畑
に
変
化

す
る
」
こ
の
時
代
に
、
官
僚
た
ち
は
節
操
を
失
い
、「
官
史
」
に
は

期
待
で
き
な
い
、
草
野
の
士
が
著
す
「
野
史
」
や
「
私
史
」（pri-

vate history

）
は
愈
々
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
錢
牧
齋
は
劉
知
幾
の

「
一
家
獨
斷
」
の
学
を
推
賞
し
て
お
り
、
劉
知
幾
を
本
々
高
く
評
価

し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
の
が
二
つ
目
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。」（
同
書
四
〇
六
頁
）
と
分
析
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の

詩
の
焦
点
は
史
学
そ
れ
も
野
史
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
最
後
の
一
聯
が
く
る
。「
請
う
見
よ
典
午
陽
秋
の
例
、
載

記　

分
明
に
し
て　

琬
琰
垂
れ
ん
」
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
？

嚴
氏
は
以
下
の
よ
う
に
解
説
す
る
。「
典
午
」
は
「
司
馬
」
の
隠
語

⑨

⑩
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で
あ
り
、「
陽
秋
」
と
は
「
春
秋
」
に
同
じ
で
あ
る
か
ら
、「
典
午
陽

秋
」
は
「
晉
書
」
を
意
味
す
る
。「
典
午
陽
秋
」
を
『
晉
書
』
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
次
の
「
載
記
」
は
は
る
か
に
分
り
易
い
。

『
晉
書
』
に
は
載
記
三
十
巻
が
付
載
さ
れ
て
い
て
、『
二
十
二
史
劄

記
』
に
「『
晉
書
』
僭
諸
國
數
代
相
い
傳
え
る
者
に
於
い
て
、
世
家

と
曰
わ
ず
、
載
記
と
曰
う
。」
と
あ
り
、
牧
齋
の
詩
の
中
の
「
載

記
」
は
、
後
漢
書
の
公
孫
述
の
条
の
よ
う
に
、
本
紀
で
も
列
伝
で
も

な
い
も
の
を
呼
ぶ
汎
用
の
言
葉
と
し
て
の
「
載
記
」
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
『
晉
書
』
の
「
載
記
」
の
文
脈
で
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
嚴
氏
は
述
べ
る
。「
琬
琰
」
は
遵
王
の
注
に
言
う
よ
う
な

「
君
子
が
帯
び
る
べ
き
美
玉
」
で
は
な
く
、「
石
碑
」
の
美
称
と
し

て
の
「
琬
琰
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
嚴
氏
は
次
の
よ
う
に
結
論

付
け
る
、「
ま
と
め
て
言
え
ば
、
錢
謙
益
の
こ
の
聯
は
、
宴
会
に
集

っ
た
諸
氏
に
、
明
清
の
際
の
史
書
を
編
纂
す
る
時
に
は
、
春
秋
の
華

夷
の
別
を
守
り
、
明
を
尊
び
、
清
を
排
撃
し
、『
晉
書
』
が
「
北

狄
」
を
処
理
し
た
書
法
と
義
例
に
則
っ
て
、
毀
誉
褒
貶
の
深
意
を
そ

の
中
に
込
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」

（
四
〇
九
頁
）
こ
れ
で
南
九
萬
が
『
甲
子
燕
行
雜
錄
』
で
「
反
清
」

の
嫌
疑
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
牧
齋
の
二
つ
の
詩
句

の
一
つ
の
詩
句
の
解
釈
が
終
わ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
「
知
る
君
の
王

裒
傳
を
讀
む
を
恥
じ
る
を
、
但
だ
生
徒
を
し
て
蓼
莪
を
廢
せ
し
め

よ
」
の
解
釈
も
あ
ま
り
に
も
面
白
い
の
で
煩
を
厭
わ
ず
紹
介
し
よ
う
。

　

「
侯
研
德
に
簡
し
幷
び
に
記
原
に
示
す
」
の
原
詩
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

當
饗
休
聽
暇
豫
歌　

饗
に
當
り
て
は
聽
く
こ
と
休
か
れ
暇
豫
の
歌

破
巢
完
卵
爲
銅
駝　

破
れ
し
巢
に
卵
完
き
は
銅
駝
の
爲
な
り

國
殤
何
意
存
三
戸　

國
殤　

何
の
意
あ
り
て
三
戸
を
存
す
る
や

家
祭
無
忘
告
兩
河　

家
祭　

忘
る
る
無
か
れ
兩
河
を
告
ぐ
る
を

撃
筑
涙
從
天
北
至　

筑
を
撃
ち
て
涙
は
天
北
從
り
至
り

吹
簫
聲
向
日
南
多　

簫
を
吹
き
て
聲
は
日
南
に
向
か
う
こ
と
多
し

知
君
恥
讀
王
裒
傳　

知
る
君
の
王
裒
の
傳
を
讀
む
を
恥
ず
る
を

但
使
生
徒
廢
蓼
莪　

但
だ
生
徒
を
し
て
蓼
莪
を
廢
せ
し
む
る
の
み

　

嚴
氏
に
よ
れ
ば
、
侯
研
德
、
初
名
は
玄
泓
、
ま
た
は
玄
涵
、
号
は

掌
亭
。
明
の
諸
生
で
あ
っ
た
。
記
原
は
侯
研
德
の
兄
の
侯
玄
汸
、
号

は
甲
寅
再
來
人
等
、
彼
ら
の
父
侯
岐
曾
は
清
軍
に
抵
抗
し
て
殺
さ
れ

た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
兄
侯
岐
曾
も
嘉
定
を
守
備
し
た
人
で
、
嘉
定

⑪

⑫

⑬
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が
陥
落
す
る
と
、
入
水
自
殺
を
遂
げ
た
と
い
う
忠
臣
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
嚴
氏
は
「
侯
研
德
に
簡
し
幷
び
に
記
原

に
示
す
」
詩
の
解
釈
を
進
め
る
。

　

首
聯
の
「
饗
に
當
り
て
は
聽
く
こ
と
休
か
れ
暇
豫
の
歌
」
は
『
國

語
』
晉
語
二
の
典
故
を
引
く
。
晉
公
の
愛
姫
驪
姫
が
太
子
申
生
を
殺

そ
う
と
謀
っ
た
際
に
、
公
の
許
諾
は
得
た
の
だ
が
、
里
克
の
邪
魔
が

入
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
俳
優
の
優
施
に
里
克
の
意
志
を
探
ら

せ
る
。
優
施
は
里
克
の
家
に
行
き
、
宴
会
の
際
に
謎
を
掛
け
た
歌
を

う
た
う
、「
暇
豫
の
吾
吾
た
る
は
、
鳥
烏
に
如
か
ず
。
人
は
皆
苑
に

集
う
に
、
己
は
獨
り
枯
に
集
う
」
と
。
里
克
は
悩
ん
だ
末
、
夜
中
に

優
施
を
呼
び
寄
せ
て
、
太
子
を
殺
す
陰
謀
が
あ
る
の
か
と
尋
ね
、
優

施
は
す
で
に
公
も
賛
同
し
て
お
り
、
既
成
事
実
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
教
え
る
。
里
克
は
、「
吾
君
を
秉
り
て
以
て
太
子
を
殺
す
は
、
吾

は
忍
び
ず
。
故
交
に
通
復
す
る
も
、
吾
は
敢
え
て
せ
ず
。
中
立
す
れ

ば
其
れ
免
が
る
る
や
？
」
と
再
度
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
優
施
は
「
免
れ

ん
」
と
一
言
だ
け
い
う
。

　

首
聯
の
第
二
句
、「
破
れ
し
巢
に
卵
完
き
は
銅
駝
の
爲
な
り
」
で

は
錢
謙
益
は
『
世
説
新
語
』
言
語
篇
の
孔
融
の
故
事
を
引
く
。
孔
融

が
曹
操
の
命
で
収
監
さ
れ
た
時
、
使
者
に
二
人
の
子
供
だ
け
は
助
け

て
ほ
し
い
と
言
う
と
、
子
供
は
「
大
人
、
豈
に
覆
巢
の
下
復
た
完
卵

有
る
を
見
ん
や
？
」
と
述
べ
た
と
あ
る
。「
銅
駝
」
は
『
晉
書
』
索

靖
傳
の
「
靖
は
先
識
遠
量
有
り
、
天
下
將
に
亂
れ
ん
と
す
る
を
知
り

て
、
洛
陽
の
宮
門
銅
駝
を
指
し
、
歎
い
て
曰
く
、
會
に
汝
の
荊
棘
の

中
に
在
る
を
見
る
べ
き
の
み
と
」
を
踏
ま
え
て
、
都
、
宮
廷
を
喩
え

る
。
こ
れ
と
初
句
を
あ
わ
せ
る
と
、
一
族
が
数
多
く
明
朝
の
た
め
に

殉
じ
た
が
、
君
た
ち
（
侯
氏
の
兄
弟
）
が
生
き
残
っ
た
の
は
国
家

（
明
）
の
た
め
有
用
な
人
間
だ
か
ら
だ
、
そ
の
君
た
ち
は
里
克
の
よ

う
に
「
中
立
」
の
立
場
を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
解
さ
れ
る
。

　

頷
聯
「
國
殤　

何
の
意
あ
り
て
三
戸
を
存
す
る
や
」
に
つ
い
て
、

「
國
殤
」
は
『
楚
辭
』
の
「
九
歌
・
國
殤
」
に
基
づ
く
。
王
逸
注
に

は
、「
國
事
に
死
す
る
者
を
謂
う
」
と
あ
り
、
次
の
「
三
戸
」
と
密

接
に
関
連
し
て
い
る
。『
史
記
』
項
羽
本
紀
に
、「
故
に
楚
の
南
公
曰

く
、「
楚
は
三
戸
と
雖
も
、
秦
を
亡
ぼ
す
は
必
ず
や
楚
な
り
」
と
」

と
あ
り
、「
集
解
」
は
瓚
を
引
い
て
、「
楚
人
秦
を
怨
む
、
三
戸
と
雖

も
猶
お
以
て
秦
を
亡
ぼ
す
に
足
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
嚴
氏
は
言
う
、

「
侯
峒
曾
に
は
三
人
の
息
子
が
い
た
。
玄
演
、
玄
潔
、
玄
瀞
で
あ
る
。

⑭
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評

嘉
定
の
虐
殺
で
、
玄
演
と
玄
潔
は
死
亡
し
、
玄
瀞
は
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。
侯
岐
曾
に
は
三
人
の
息
子
が
い
た
。
玄
汸
（
記
原
）、
玄

洵
、
玄
泓
（
研
德
）
で
あ
る
。
記
原
と
研
德
は
僥
倖
に
も
生
き
残
っ

た
。
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
る
よ
う
な
情
勢
下
、
侯
氏
に
は
ぴ
っ
た
り

「
三
戸
」
が
残
っ
た
で
は
な
い
か
。
牧
齋
の
詩
句
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど

表
現
が
的
確
で
あ
る
。（
災
厄
か
ら
三
年
後
に
玄
瀞
は
亡
く
な
り
、
子
が

な
か
っ
た
の
で
記
原
が
後
を
嗣
い
だ
）
で
は
「
國
殤　

何
の
意
あ
り
て

三
戸
を
存
す
る
や
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
の
か
？
牧
齋
は

「
秦
／
清
」
を
亡
ぼ
す
の
は
必
ず
や
「
侯
」
で
は
な
い
の
か
、
と
問

い
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」（
同
書
四
一
七
頁
）
嚴
氏
の
分
析

は
益
々
鋭
さ
を
増
し
て
く
る
。

　

頷
聯
第
二
句
の
「
家
祭　

忘
る
る
無
か
れ
兩
河
を
告
ぐ
る
を
」
は
、

も
ち
ろ
ん
宋
陸
游
の
よ
く
知
ら
れ
た
句
「
王
師　

北
の
か
た
中
原
を

定
め
る
日
、
家
祭　

乃
の
翁
に
告
ぐ
る
を
忘
る
る
こ
と
無
か
れ
」
を

踏
ま
え
る
。
錢
遵
王
の
注
は
さ
ら
に
『
宋
史
』
宗
澤
傳
「
澤
憂
憤
し
、

疽
背
に
發
す
、
一
語
も
家
事
に
及
ば
ず
、
但
だ
河
を
過
ぎ
よ
と
呼
ば

わ
る
こ
と
三
た
び
す
る
の
み
に
し
て
、
卒
す
」
を
引
く
。
嚴
氏
は
こ

の
注
が
特
に
優
れ
て
い
る
と
述
べ
た
上
で
、「
南
宋
の
名
将
宗
澤
は
、

岳
飛
を
重
用
し
て
北
伐
し
、
何
度
も
高
宗
に
都
を
遷
し
て
開
封
に
帰

還
す
る
よ
う
勧
め
た
が
、
後
に
金
軍
を
敗
北
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
憂
憤
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
。
牧
齋
の
句
は
「
乃

翁
」
を
「
兩
河
」
に
変
え
て
い
る
。
宋
代
に
は
河
北
・
河
東
地
区
を

「
兩
河
」
と
称
し
た
。
陸
游
の
「
感
憤
」
の
詩
に
、「
四
海
一
家
は

天
の
歷
數
な
り
、
兩
河　

百
郡　

宋
の
山
川
な
り
」
と
あ
る
の
を
見

れ
ば
、「
兩
河
」
は
大
宋
の
領
土
を
い
う
の
で
あ
る
。
牧
齋
の
「
兩

河
を
告
げ
よ
」
云
々
は
、
研
德
が
家
祭
を
行
う
時
、
王
師
が
す
で
に

中
原
を
回
復
し
、「
九
州
が
同
じ
」
く
な
り
、
明
室
が
復
興
し
た
と

告
げ
よ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
。
牧
齋
の
こ
の
二
聯
は
ま

さ
に
衝
撃
的
で
あ
る
。

　

頸
聯
の
「
筑
を
撃
ち
て
涙
は
天
北
從
り
至
り
、
簫
を
吹
き
て
聲
は

日
南
に
向
か
う
こ
と
多
し
」
は
評
者
の
よ
う
な
素
人
に
も
分
か
り
易

い
。「
筑
を
撃
」
つ
と
は
刺
客
荊
軻
が
秦
へ
出
立
し
よ
う
と
い
う
時

に
、
易
水
の
ほ
と
り
で
送
別
の
宴
が
行
わ
れ
、
高
漸
離
が
筑
を
撃
ち
、

荊
軻
が
唱
和
し
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
、「
簫
を
吹
」
く
と
は
、

復
讐
心
に
燃
え
た
伍
子
胥
が
楚
か
ら
呉
に
亡
命
し
、
市
で
箎
を
吹
い

て
糊
口
を
し
の
い
だ
故
事
を
踏
ま
え
る
。
嚴
氏
の
解
釈
で
は
、
頸
聯
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は
清
（
秦
・
楚
）
に
復
讐
し
よ
う
と
す
る
声
が
天
下
に
満
ち
溢
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

い
よ
い
よ
問
題
の
尾
聯
「
知
る
君
の
王
裒
の
傳
を
讀
む
を
恥
ず
る

を
、（
王
裒
は
）
但
だ
生
徒
を
し
て
蓼
莪
を
廢
せ
し
む
る
の
み
」
で
あ

る
。

　

王
裒
は
晉
の
人
で
、
字
は
偉
元
、
西
晉
の
人
。
博
学
多
能
で
、
父

が
司
馬
昭
に
殺
さ
れ
た
こ
と
を
怨
み
、
晋
に
は
仕
え
な
い
と
誓
っ
た
。

隠
居
し
て
子
弟
に
教
授
し
、
父
母
の
墓
の
傍
ら
に
庵
を
作
っ
て
暮
ら

し
た
。『
晉
書
』
王
裒
傳
に
よ
る
と
、「
詩
を
讀
ん
で
「
哀
哀
た
る
父

母
、
我
を
生
み
て
劬
勞
す
」（
小
雅
・
蓼
莪
）
に
至
り
、
未
だ
嘗
て
三

復
し
て
流
涕
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
門
人
受
業
す
る
者
、
並
び
に
蓼
莪

の
篇
を
廢
す
」
と
あ
る
。
嚴
氏
は
、「「
知
る
君
の
王
裒
の
傳
を
讀
む

を
恥
ず
る
を
」
は
、
研
德
が
王
裒
を
行
動
規
範
と
し
て
い
な
い
と
牧

齋
が
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
裒
が
「
蓼
莪
」
の
「
哀
哀
た
る
父

母
、
我
を
生
み
て
劬
勞
す
」
を
読
ん
で
涙
を
流
し
、
門
人
が
彼
に
同

情
し
て
「
蓼
莪
」
を
読
ま
な
く
な
っ
た
と
い
う
典
故
を
錢
謙
益
が
引

い
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
此
れ
を
讀
ま
ば
泓
を
知
る
可
し
」
と
考
え

る
論
者
も
い
る
し
、「
侯
涵
兄
弟
と
王
裒
を
比
べ
て
い
る
」
と
い
う

論
者
も
い
る
し
、「
こ
の
両
句
は
、
侯
研
德
が
王
裒
が
父
の
墓
を
大

切
に
思
い
、
故
郷
を
離
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
を
規
範
と
せ
ず
、

抗
清
運
動
に
身
を
投
じ
た
こ
と
を
称
賛
し
て
い
る
。
た
だ
自
身
が
蓼

莪
を
読
ま
ず
、
学
生
た
ち
に
も
蓼
莪
を
読
ま
せ
な
け
れ
ば
そ
れ
で
い

い
の
だ
」
と
解
し
た
論
者
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
説
は
、
詩
句
の

表
面
上
の
意
味
に
従
い
、
想
像
を
加
え
て
得
ら
れ
た
も
の
で
、
ま
あ

そ
う
に
違
い
な
い
と
い
う
程
度
の
議
論
で
あ
り
、
事
実
と
は
か
け
離

れ
て
い
る
」（
同
書
四
一
九
頁
）
と
断
定
し
た
う
え
で
、
頁
数
の
関
係

で
嚴
氏
の
考
証
の
詳
細
は
省
く
が
、
侯
研
德
は
文
宴
の
席
上
、
隠
居

の
志
を
述
べ
た
た
め
、
牧
齋
は
そ
れ
に
反
発
し
こ
の
詩
を
作
っ
た
の

で
あ
る
。
侯
氏
一
門
の
忠
烈
な
事
跡
を
特
筆
大
書
し
、
研
德
に
明
王

朝
の
復
興
を
志
し
、
父
の
復
讐
を
果
た
す
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
王

裒
の
よ
う
に
隠
居
し
て
、
消
極
的
に
世
の
中
か
ら
逃
避
し
な
い
よ
う

に
研
德
に
勧
め
て
い
る
と
嚴
氏
は
解
釈
し
て
い
る
（
同
書
四
二
〇
頁
）。

朝
鮮
文
士
南
九
萬
の
紀
行
文
を
き
っ
か
け
に
書
か
れ
た
こ
の
論
文
は

ま
さ
に
上
質
な
イ
ギ
リ
ス
風
ミ
ス
テ
リ
ー
を
思
わ
せ
る
筆
致
で
書
か

れ
て
お
り
、
評
者
の
最
も
愛
す
る
一
編
で
あ
る
。
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『
牧
齋
初
論
集
』
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
方
法

と
着
想
で
書
か
れ
て
お
り
、
一
篇
一
篇
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
著
者

独
自
の
視
点
が
み
ら
れ
る
。
最
後
に
全
体
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て

み
よ
う
。「
⑴
錢
謙
益
攻
排
竟
陵
、
鍾
・
譚
新
議
」
は
、
錢
謙
益
が

ど
の
よ
う
な
意
図
で
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
用
い
て
、
竟
陵
派
を
攻

撃
し
、
致
命
傷
を
与
え
た
か
を
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
理
論
を
巧
妙
に
援
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
視
化
し
て
い
る
。「
⑵
情
欲
的
詩
學
─
─
錢

謙
益
、
柳
如
是
『
東
山
酬
和
集
』
窺
探
」
は
中
国
文
学
研
究
史
上
最

も
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
論
文
と
言
え
、
こ
こ
に
嚴
氏
に
よ
っ
て
活
写
さ

れ
た
錢
牧
齋
と
柳
如
是
の
愛
欲
生
活
は
そ
の
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ

っ
て
読
む
者
を
驚
か
せ
る
。「
⑶
哭
泣
的
書
─
─
從
錢
謙
益
絳
雲
樓

到
錢
曾
述
古
堂
」
は
錢
牧
齋
死
後
の
柳
如
是
の
自
殺
事
件
に
際
し
、

首
謀
者
の
一
人
と
し
て
名
指
し
さ
れ
た
錢
曾
遵
王
の
苦
渋
に
満
ち
た

後
半
生
を
豊
富
な
資
料
を
使
っ
て
再
構
成
し
た
論
文
で
あ
る
。「
⑷

清
初
錢
謙
益
、
王
士
禛
「
代
興
」
説
再
議
」
は
、
錢
牧
齋
か
ら
王
漁

洋
へ
の
い
わ
ば
「
王
位
継
承
」
の
よ
う
な
神
話
を
信
じ
て
い
た
私
に

と
っ
て
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。「
⑸
錢
謙
益
遺
著
於
清
代
的
出
版
及

「
典
律
化
」
歷
程
」
は
錢
謙
益
死
後
の
遺
著
の
受
容
を
長
い
ス
パ
ン

に
わ
た
っ
て
追
っ
た
も
の
で
、
嚴
氏
の
広
い
視
野
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。「
⑹
權
力
意
志
：
清
高
宗
乾
隆
帝
譏
斥
錢
謙
益
詩
文
再

議
」
は
⑸
を
受
け
て
、
従
来
そ
う
い
う
も
の
だ
と
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ

で
と
ら
え
て
き
た
乾
隆
帝
の
錢
謙
益
へ
の
憎
悪
が
評
者
の
中
で
明
確

な
像
を
結
ん
だ
画
期
的
な
論
文
で
あ
っ
た
。「
⑺
近
代
上
海
『
申

報
』
中
錢
謙
益
的
身
影
」
は
近
代
の
雑
誌
『
申
報
』
を
定
点
観
測
の

場
と
し
て
選
び
、
錢
謙
益
像
の
変
遷
を
追
っ
た
好
論
文
で
、
中
国
が

危
機
に
陥
る
と
彼
の
負
の
側
面
が
人
々
の
記
憶
に
蘇
っ
て
き
て
、
牧

齋
が
人
物
の
忠
不
忠
、
誠
実
不
誠
実
を
判
断
す
る
基
準
と
な
る
と
い

う
現
象
を
論
じ
て
い
る
。「
錢
謙
益
の
六
道
輪
廻
」（
同
書
三
一
五

頁
）
と
は
う
ま
す
ぎ
る
比
喩
で
あ
る
。「
⑻
春
秋
有
變
例
、
定
哀
多

微
辭
─
─
試
論
錢
謙
益
之
論
次
麗
末
東
國
史
及
詩
」
は
高
麗
か
ら
朝

鮮
へ
の
王
朝
交
替
期
の
史
実
を
『
列
朝
詩
集
』
が
ど
う
処
理
し
た
か

と
い
う
目
に
触
れ
に
く
い
問
題
を
詳
細
に
論
じ
た
文
章
で
、
歴
史
家

と
し
て
の
錢
謙
益
の
資
質
を
知
る
上
で
貴
重
な
情
報
を
数
多
く
与
え

て
く
れ
た
。「
⑼
典
午
陽
秋
、
休
聽
暇
豫
─
─
朝
鮮
文
士
南
九
萬
所

述
錢
謙
益
詩
考
論
」
は
錢
謙
益
の
数
多
く
の
典
故
を
駆
使
し
た
「
反

詩
」（
水
滸
伝
の
宋
江
の
反
詩
ほ
ど
分
か
り
易
い
と
い
い
の
だ
が
…
）
を
丁
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寧
に
解
釈
し
た
論
文
で
、
手
に
汗
握
る
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
書
と
著
者
の
嚴
志
雄
教
授
が
拙
稿
を
き
っ
か
け
に
日
本
で
も

多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
清
時
代
の
文
学
の
研
究
が

益
々
盛
ん
に
な
れ
ば
と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

（O
xford U

niversity Press

［China

］、
二
〇
一
八
年
四
月
、
四
六
〇

頁
）註①　

以
下
の
番
号
は
評
者
が
仮
に
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

②　

ち
な
み
に
、
嚴
氏
は
言
っ
て
お
ら
れ
な
い
が
、「
詩
酒　

已
に
驅
使

の
分
無
く
」
は
杜
甫
の
「
江
畔
獨
歩
尋
花
七
絶
句
」
詩
の
「
詩
酒
尚
堪

驅
使
在
」
に
由
来
す
る
も
の
で
、
直
前
の
同
書
五
七
頁
に
引
用
さ
れ
た

程
嘉
燧
の
詩
に
あ
る
「
殷
勤
料
理
白
頭
人
」、「
顛
狂
真
被
尋
花
惱
」、

「
被
花
惱
徹
只
顛
狂
」
な
ど
も
す
べ
て
「
江
畔
獨
歩
尋
花
七
絶
句
」
詩

の
典
故
を
用
い
て
い
る
。
な
お
こ
の
こ
と
は
す
で
に
陳
寅
恪
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

③　
『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
、「
畢
茂
世
云
う
、
一
手
も
て
蟹
螯
を
持
ち
、

一
手
も
て
酒
杯
を
持
ち
、
酒
池
の
中
に
て
拍
浮
す
れ
ば
、
便
ち
一
生
を

了
す
る
に
足
ら
ん
と
」
と
あ
り
、
泳
ぐ
こ
と
、
ひ
い
て
は
太
腿
を
指

す
。

④　

徐
丹
丹
「
王
士
禛
評
選
徐
禎
卿
詩
考
論
」、『
文
學
遺
産
』
二
〇
一
五

年
第
4
期
、
頁
一
四
六

－

一
五
六

⑤　
『
牧
齋
初
論
集
』
一
七
二
頁

⑥　

中
央
公
論
美
術
出
版
二
〇
〇
三
年
刊
行

⑦　
『
東
國
史
略
』
に
よ
る
。

⑧　

後
漢
の
光
武
帝
劉
秀
、
文
叔
は
そ
の
字
で
あ
る
。

⑨　

評
者
が
言
わ
ず
も
が
な
の
意
見
を
述
べ
る
と
、「
某
は
斯
に
在
り
」

は
『
論
語
』
衞
靈
公
篇
の
次
の
話
に
基
づ
く
。「
師
冕
見
ゆ
。
階
に
及

べ
り
。
子
曰
く
、「
階
な
り
」
と
。
席
に
及
べ
り
、
子
曰
く
、「
席
な

り
」
と
。
皆
坐
す
。
子
こ
れ
に
告
げ
て
曰
く
、「
某
は
斯
に
在
り
、
某

は
斯
に
在
り
」
と
。
…
」
こ
こ
の
「
某
は
斯
に
在
り
」
は
弟
子
を
一
人

一
人
名
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
牧
齋
は
歴
史
の
証
人
（a histori-

cal w
itness

）
で
あ
る
私
が
こ
こ
に
い
る
、
と
言
い
換
え
て
い
る
。
ま

た
こ
の
章
段
の
孔
子
は
楽
師
の
師
冕
に
対
し
て
極
め
て
謙
虚
に
振
舞
っ

て
お
り
、
孔
子
の
謙
虚
さ
も
こ
の
詩
の
頷
聯
に
響
い
て
い
る
。

⑩　

揚
雄
が
『
方
言
』
を
書
く
た
め
に
27
年
間
か
け
て
諸
国
か
ら
来
た
官

吏
・
軍
人
の
言
語
を
「
油
素
」（
光
沢
の
あ
る
絹
）
に
メ
モ
し
続
け
て

き
た
と
い
う
「
答
劉
歆
書
」
の
典
故
を
用
い
る
。

⑪　

錢
遵
王
は
「
典
午
陽
秋
」
を
わ
ざ
と
「
晉
春
秋
」
と
曲
解
し
て
お
り
、

尾
聯
の
解
釈
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

⑫　

嚴
氏
は
唐
太
宗
の
「
孝
經
序
」
に
、「
こ
れ
を
琬
琰
に
寫
き
、
庶
わ

く
ば
將
來
に
補
う
こ
と
あ
ら
ん
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
と
し
て
い

る
。

⑬　
『
牧
齋
初
論
集
』
四
〇
九
頁
。
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⑭　

疎
遠
な
様
子
。




